
Kobe University Repository : Kernel

PDF issue: 2025-04-28

看護の教育・学習の研究における拡張的学習論の適
用可能性

(Citation)
神戸大学大学院人間発達環境学研究科研究紀要,16(2):1-17

(Issue Date)
2023-03-31

(Resource Type)
departmental bulletin paper

(Version)
Version of Record

(JaLCDOI)
https://doi.org/10.24546/0100481765

(URL)
https://hdl.handle.net/20.500.14094/0100481765

尾﨑, 優子



はじめに　
（ 1）本稿のねらい
本稿のねらいは、看護の教育領域における学習
論の研究の一環として、拡張的学習論の可能性と
課題を探究しようとするものである。拡張的学習
論がどのように理解され、どういう教育・学習の
研究に用いられているのか、看護の教育・学習の研
究に適用した場合にどういう成果を期待でき、ど
ういう課題があるかを考察することである。
この 30 年の「獲得としての学習」から「参加と
しての学習」へという学習論の認識論的転換注1）は、
看護の教育と学習の研究にも影響を与え、状況論的
アプローチが注目されるようになった。状況論的ア
プローチとは、1980 年代以降、認知科学、文化心
理学、文化人類学や社会学などで展開されている、
学習が生じる社会的文脈を考慮に入れ、学習過程
が学習者や学習者を取り巻く様々な関係性によっ

て相互に組織化され構造化されているととらえる
アプローチである 1）。このアプローチの学問的潮流
の代表的な理論が、Lave＆Wengerによる状況的学
習論であり、Engeströmの文化・歴史的活動理論（以
下「活動理論」）である。
看護と学習論は、特に Schönの省察的実践論 2）

と結びついていることが多い。省察論は、特に教師
や医療関係者の学習分析に多用されているが、この
理論が持つ個体主義的・心理主義的アプローチへ
の批判を十分にふまえることなく省察の持つ意義
が強調されていること 3）、看護における省察が技術
的合理性に方向付けられていることへの批判があ
る 4）。また、省察論のもつ個体主義は、学習の社会
構築性や学習状況に埋め込まれた権力との関係を
見落としているという批判もされている 5）。看護活
動とその学習・教育は、それが行われる社会的文
脈や状況、権力関係に大きく影響を受けるが、省
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性は高いと思われた。今後は、多様な集団や組織との接近・越境による学習の分析、教育方法の開
発での研究の蓄積が望まれる。
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察論ではそれらがあまり加味されておらず、学習
過程の分析や知や学習に影響を与える社会的文脈
の分析が十分でないことが課題となっている。医
療現場では従来の経験や勘に基づく実践から、理
論や調査に基づく実践の重要性が指摘され、理論
的視点や根拠、方法論を提供しうる状況論へのニー
ズは高まっている 6）。状況論的アプローチに注目す
ることは、専門職の職業能力が技術的合理性、反
省的実践性、機能的能力、個人的能力へのアプロー
チで研究されてきた潮流 7）に変化を与え、看護の
教育領域の理論と実践を拡大していく可能性を有
している。
本稿では、Engeströmの活動理論として知られる

「拡張的学習論」に着目し、看護の教育領域への適
用可能性を考察する。この理論は、Engeström8）に
よって最初に提起された 1987 年以来、活動理論の
発展を主導し、学習論の新しいパラダイムとして
広がり注目されてきた。拡張的学習論の新しさは、
「獲得から参加へ」という学習論の認識論的転換を
さらに越えて、「拡張」というアプローチを理論の
中核としていることである。通常の学習理論が学
習を知識や技能の獲得や環境への適応と捉えるの
に対し、学習を文化の変革と創造であると捉える
理論である。異集団間の接触によって生じる摩擦
や抵抗、葛藤やジレンマはマイナスなものではな
くむしろ学習を生み出すものであるという見方を
提示している。
看護の教育や学習でもしばしばこのようなジレ
ンマは課題となる。既存の集団のもつ歴史や文化、
価値観、活動の特性などの社会的文脈に関した異
質性からうまれる「ギャップ」によって、ときに
異集団間の移動や諸集団による協働においての困
難、不協和音やトラブルにつながることがある。一
方で、そのようなギャップを教育や学習において
意味のあるものとする動きもみられる 9）。ギャップ
とは活動システムの違いから生まれるものであり、
拡張的学習論は逆にそれこそが新たな活動を生み
出すような学習の契機であるとみなす。

Engeströmは、活動理論の第一世代といわれてい
る Vygotsky10）が提示した、人間の活動の最小単位
としての「主体―道具―対象」の三角形に、「ルー
ル」、「共同体」、「分業」といった構成要素を加え、
互いに連関するひとつのシステムとみなす「活動シ
ステム」という概念的ツール（図 1）ならびに活動
システムの相互作用の構造とプロセスを示したモ
デル（図 2）を開発した 11）。Ⅱ章での先行研究の
具体的点検の際にこれらの図や用語の理解が必要
となるため、どのようなものなのかについて簡単
に触れておく。図 1は、「主体」がシステム内の「ルー
ル」、「共同体」、「分業」、媒介する「道具」を変化

させながら、「対象」（活動が向けられる素材や問
題、テーマ）をめざし活動する様子を表す。図 2は、
活動システム間で、それぞれの矛盾を解決するた
めに、双方の「対象」（対象１）が接近し、やがて
新しい活動対象（対象 2）が発見され、相互に越境
し徐々に部分的に重なり合うなかでさらに新しい
活動対象（対象 3）が生まれる様子を表す 12）。拡
張的学習とは、新たな活動の創造をめざしていく
過程で学習がうまれるのであり、それは、複数の
活動システムの接近・越境に随伴した活動システ
ムの構成要素の質的変化としてみえてくる、と考
える理論であるといえる。
活動理論を理論的背景とする教育・学習に関係
した国内文献レビューによると、該当文献は 24 件
であり、そのうち看護分野での適用は 5 件しかな
い。その中で特に、看護基礎教育を扱ったものは 2
件と少なく、「授業設計」と「考察」に活動理論が
活用されている 13）。このレビューを行った岡島は、
学内から臨地へと学習の場を移動する複雑な学習
の形態をとる看護基礎教育においては、活動理論
の理論枠組みを活用して学習活動を分析し、状況
に適した学習活動を設計し実践していくことへの
有用性を指摘している。しかし、検討は看護基礎
教育に焦点化されていたため、例えば生涯学習や
継続教育、非構造的なインフォーマル・エデュケー
ションといわれる教育領域については十分に検討
されていない。また、活動理論に関する国内文献の
数量的調査によると、特に日本ではまだ活動理論を

図１「活動システム」モデル
（Engeström:1987,p.79、Engeström:2001,p.136）

図 １「活動システム」モデル
（Engeström:１987,p.79、Engeström:200１,p.１36）
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応用した研究が論文として結実している数が少な
く、研究は単独で行われ、かついろいろな雑誌に
分散して掲載され、主要領域は教育学、心理学で
あることが報告されている 14）。このように、これ
まで行われてきた看護の教育・学習に関する学習
論の適用状況は偏りがあるうえに、拡張的学習論
それ自体の適用状況も看護以外の分野も含め全体
的に少ない状況である。また、心理・教育学系に
よる研究が先行し、看護教育研究者による研究件
数が未だ少なく本理論が十分に活用されていない。
これらのことをふまえながら、拡張的学習論の適
用に方法的な適性を見いだせるかどうか、つまり、
看護の教育・学習を研究課題とした場合に、拡張的
学習論が適用可能であるか、その場合にどのような
成果を期待することができ、どのような課題がある
のかを検討することが本稿の趣旨である。そこで
本稿は、拡張的学習論の学習概念を改めて整理し、
同理論の研究上の課題や看護の教育領域への適用
可能性について考察することを目的とする。

（ 2）三相構造としての教育・学習
最初に本稿の射程とする教育・学習の場を規定す
る。本稿で捉えようとする教育・学習の場は、フォー
マル・エデュケーション、ノンフォーマル・エデュ
ケーション、インフォーマル・エデュケーションの
3つの相が統合化されたものである15）。フォーマル・
エデュケーションとは、学歴資格や職業資格と結
びつき、教室の場で行われる構造化・制度化された
教育・学習であり、伝統的な教育、教授学習過程
を特徴とする。看護分野でいうと、各種の養成機
関で行われる看護基礎教育、資格取得後の他の学位
取得、各種認定制度に基づいた資格・単位取得等が
該当する。ノンフォーマル・エデュケーションとは、
フォーマル・エデュケーションのように高度に構造
化・制度化されていないが、教育や学習をあらかじ
め意図し組織的に展開される教育であり、学校外
での正課外活動、学会や研究会への参加、職場の
OJT等がそれにあたる。インフォーマル・エデュケー
ションとは、前 2 者とは異なり目的的な教育や学
習の効果が意図されていない無意図性の高い教育・
学習のことである。家庭や職場での徒弟的な経験、
地域社会などでの出会いの場、他の諸活動の副産
物などの偶発的な学習である。
したがって、本稿で論じる教育領域は、時間軸で
整理すると、生涯にわたる教育・学習ということ
になる。教育を受けたり学んだりすることは人生
の中のどの時期でも起こることであり、過去から
現在そして未来へとつながる継続的なものである。
生涯教育・生涯学習という長期的視野でおこる変
化を射程とする。つまり、看護に関する、人生の長

いスパンのなかで展開するフォーマル、ノンフォー
マル、インフォーマル・エデュケーションを考察
の対象・範囲とする。

（ 3）研究の方法
拡張的学習の特性、適用可能性、限界性をできる
だけ具体的レベルで明らかにするために、以下の
方法で進める。まず、Engeströmの主要文献『拡張
による学習』を中心に、学習概念に相当する部分
の記述内容を読み解きそれを整理する。次に、拡
張的学習論を適用した先行研究を、研究者の関心
や研究課題、研究者が捉える拡張的学習の学習概
念や学習観、アプローチ法、収集データ、データ
の解釈や分析の方法を視点として整理・検討する。
上記の整理と検討は、Engeströmが拡張的学習と呼
ぶ学習をどのように提示しているか、それを研究
者がどのように理解しどのような関心を寄せ適用
したのか、どのような場や目的で適用されること
が多いのか、どのような学習の営為をどのような
方法で掴んでいるのか、適用の成果は何に貢献す
るのか、などを確認する上で必要であり、対象文
献を教育・学習の活動事例として取り上げ、研究
者の関心や研究の過程を中心に検討する。検索は、
CiNii Researchを用いて、「活動理論」「学習」「拡張
的学習」「拡張による学習」をキーワードとし掛け
合わせた。看護の教育領域より理論適用が先行して
いる他の学問分野での適用状況を手がかりにする
ため、特定の学問分野に限定せずに検索した。また、
文献数が少ないことが予測されたため発表年や論
文の種類を限定せずに行った。検索は 2022 年 5 月
1 日に実施した。対象文献を絞り込む際には、上記
の視点での検討が可能であることを条件とした。

Ⅰ　拡張的学習論における学習概念の検討
1．拡張的学習論における「拡張」の意味
拡張的学習は、「集団的活動システムがみずから
の内的矛盾を解決して、客観的かつ文化―歴史的
に社会的な新しい活動の構造（新しい対象、新し
い道具、などを含む）を生産すること」と概念規
定されている 16）。しかし本文中では、学習概念に
関して明記された箇所はなく、「学習活動」という
用語で説明されている。学習活動とは、「いくつか
の行為群からひとつの新たな活動への拡張を習得
することによって、活動を生産する活動」のこと
をいう 17）。こうした定義は、理論的・体系的定義
として示されているため、学習の営為を指し示す
具体的な様態は、必ずしも明確ではない。
しかし、そのキーワードである「拡張」概念に
ついては、以下のように描出されている。拡張は
二つの次元で進むという。まず、垂直的次元の拡
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張、つまり学習の深さとして、Batesonの「ゼロ学習、
学習Ⅰ～Ⅳ」という学習のレベル 18）を援用し、こ
のレベルが進行する過程を拡張的と呼び、これを促
進するものが「道具（媒介人工物）」であると説明
する 19）。Batesonが、現実において最上位に位置づ
けているのは「学習Ⅲ」である。拡張的学習論とは、
「ゼロ学習、学習Ⅰ～Ⅲ」に関連する学習でありな
がらも、そのうちの「学習Ⅲ」に相当するレベル
の重要性を強調する学習と理解できる 20）。改めて
「学習Ⅲ」レベルの学習をまとめると、基本的に集
団的な性格を持ちつつ、本質的には、意識的な自
己変革であり、「身に沁みついた前提を引き出して、
問い直し、変化を迫る」21）学習である。学習Ⅲは、
学習Ⅱのレベルの矛盾の解決を動機付けとし、世
界観の真の創出と適用、複雑な活動システムの再
構造化を生む学習のことである 22）。そして、その
際に重要な役割を果たすのが「道具」である。理
論的には、表１のように学習レベルの各段階に応
じた適切な「道具」が存在するが 23）、学習Ⅲでは、
「ガイドラインとして役立つ方法論、ヴィジョン、
世界観」などが「道具」になるとされている 24）。
もうひとつの水平的次元の拡張、つまり学習の
広がりについては、発達概念が再概念化されるな
かに示されている。①発達は、習得の達成にとど
まるのではなく、古いものを部分的に破壊してい
く拒絶とみなされるべきである、②発達は、個人
的な転換にとどまるのではなく、集団的な展開と
みなされるべきである、③発達は、レベルを垂直
的に超えていくことにとどまるのではなく、境界
を水平的に横切っていくことでもあるとみなされ
るべきである、の 3 つである 25）。特に 3 点目の、
境界の水平的横断としての発達という考えについ
て、Engeströmは、「少なくとも垂直的発達と同等
に、実社会をまたぐような水平的移動は重要であ
る」26）とし、「越境」の考え方を導き出している注
2）。拡張的学習は、所属している活動システムを越
境し、ほかの活動システムと交わることで起きる
（図 2）。越境することにより違う文脈で活動しなけ
ればならなくなり、これまでの価値観に揺さぶりを

かけられるためである 27）。近年ではむしろ革新的
なネットワーク論として発展し、その概念は「ノッ
トワーキング」と称されている。ノットワーキン
グは拡張的学習の新たな形態であり、その特徴は
必要に応じて結ばれたり解かれたりするような流
動的ネットワークであり 28）、その中での人々の「主
体性 agency」形成の考察が試みられている 29）。
そして、こうした学習の拡張を生みだすのが矛
盾である。活動システムの諸関係にある錯乱、衝突、
葛藤、矛盾、ダブルバインド状況によってもたらさ
れるシステム的な諸課題を拡張によって乗り越え
ようとする原動力が、矛盾から生まれるという 30）。
この矛盾を契機とした拡張的学習の運動が、「学習
活動の拡張的サイクル」モデル（図 3）である 31）。

2 ．拡張的学習論における「学習」概念
以上をまとめると、拡張的学習論における「学
習」概念は次のように整理されよう。「学習」とは、
集団的な性格をもった自己変革とそのプロセスで
ある。無意識的・暗黙的に習慣化され安定してい
た自己の準拠枠が、構造的に変化した社会の状況
に合わなくなることで矛盾が生じ、そのことをきっ
かけに他の集団へと接近・越境し、身に沁みついた
前提を引き出して、問い直し、変化を迫る事態が生
起する。その結果、自己と集団に質的な変化がも
たらされ、活動システムが再構造化される。つまり、

図3 「学習活動の拡張的サイクル」モデル
（Engeström:2001,p.152、山住:2008,p.110）

図 3 「学習活動の拡張的サイクル」モデル
（Engeström:200１,p.１52、山住 :2008,p.１１0）

表 １　学習のレベルと「道具」表1 学習のレベルと「道具」
レベル 学習の性質 道具（媒介人工物）

学習Ⅰ ある固定化した方法を反復によって獲得する、馴化、条件づけ 「第一の道具」。一般的媒介物のことであり「ツール」ともいわれる。
「紙と鉛筆」のような、用具や機械といった物質的な類いのもの

学習Ⅱ 学習Ⅰのどれかのタイプの文脈や構造の獲得であり「学習することの
学習」（第二次学習）

「第二の道具」。「第一の道具」を用いる方法論のことであり「モデル」
ともいわれる。「紙と鉛筆を用いるための学習方法」といったような問題
解決の方略や、意思決定の手続きといった観念的な類いのもの

学習Ⅲ
学習Ⅱの矛盾の解決が動機となり、問題の意義や意味を問い、自己の
おかれたコンテクストを批判する立場に身を置き，矛盾を自ら解決し
ようとする学習

「第三の道具」。矛盾の克服に用いる「第二の道具」の創出と適用の際の
ガイドラインとして役立つ方法論、ヴィジョン、世界観をさす

出典：Bateson（訳本1970）、Engeström（訳本1991）における内容および森（2017）による整理とを合わせて筆者がまとめた
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張、つまり学習の深さとして、Batesonの「ゼロ学習、
学習Ⅰ～Ⅳ」という学習のレベル 18）を援用し、こ
のレベルが進行する過程を拡張的と呼び、これを促
進するものが「道具（媒介人工物）」であると説明
する 19）。Batesonが、現実において最上位に位置づ
けているのは「学習Ⅲ」である。拡張的学習論とは、
「ゼロ学習、学習Ⅰ～Ⅲ」に関連する学習でありな
がらも、そのうちの「学習Ⅲ」に相当するレベル
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「学習Ⅲ」レベルの学習をまとめると、基本的に集
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問い直し、変化を迫る」21）学習である。学習Ⅲは、
学習Ⅱのレベルの矛盾の解決を動機付けとし、世
界観の真の創出と適用、複雑な活動システムの再
構造化を生む学習のことである 22）。そして、その
際に重要な役割を果たすのが「道具」である。理
論的には、表１のように学習レベルの各段階に応
じた適切な「道具」が存在するが 23）、学習Ⅲでは、
「ガイドラインとして役立つ方法論、ヴィジョン、
世界観」などが「道具」になるとされている 24）。
もうひとつの水平的次元の拡張、つまり学習の
広がりについては、発達概念が再概念化されるな
かに示されている。①発達は、習得の達成にとど
まるのではなく、古いものを部分的に破壊してい
く拒絶とみなされるべきである、②発達は、個人
的な転換にとどまるのではなく、集団的な展開と
みなされるべきである、③発達は、レベルを垂直
的に超えていくことにとどまるのではなく、境界
を水平的に横切っていくことでもあるとみなされ
るべきである、の 3 つである 25）。特に 3 点目の、
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（図 2）。越境することにより違う文脈で活動しなけ
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この矛盾を契機とした拡張的学習の運動が、「学習
活動の拡張的サイクル」モデル（図 3）である 31）。
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起する。その結果、自己と集団に質的な変化がも
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図 3 「学習活動の拡張的サイクル」モデル
（Engeström:200１,p.１52、山住 :2008,p.１１0）

表 １　学習のレベルと「道具」表1 学習のレベルと「道具」
レベル 学習の性質 道具（媒介人工物）

学習Ⅰ ある固定化した方法を反復によって獲得する、馴化、条件づけ 「第一の道具」。一般的媒介物のことであり「ツール」ともいわれる。
「紙と鉛筆」のような、用具や機械といった物質的な類いのもの

学習Ⅱ 学習Ⅰのどれかのタイプの文脈や構造の獲得であり「学習することの
学習」（第二次学習）

「第二の道具」。「第一の道具」を用いる方法論のことであり「モデル」
ともいわれる。「紙と鉛筆を用いるための学習方法」といったような問題
解決の方略や、意思決定の手続きといった観念的な類いのもの

学習Ⅲ
学習Ⅱの矛盾の解決が動機となり、問題の意義や意味を問い、自己の
おかれたコンテクストを批判する立場に身を置き，矛盾を自ら解決し
ようとする学習

「第三の道具」。矛盾の克服に用いる「第二の道具」の創出と適用の際の
ガイドラインとして役立つ方法論、ヴィジョン、世界観をさす

出典：Bateson（訳本1970）、Engeström（訳本1991）における内容および森（2017）による整理とを合わせて筆者がまとめた

― 4 ―

複数の活動システムの接近・越境に随伴した活動シ
ステムの変化および活動システムに属する主体の
変化を学習ととらえることができるのではないか。
拡張に至る学習は「方法論・ヴィジョン・世界観」
といった類いの道具によって媒介され、越境の行
為あるいはノットワーキングによって推し進めら
れるということになる。
このような集団を基軸とする学習概念は、看護
の教育や学習において個体主義にもとづいて追求
されてきた従来のそれとは全く異なる見方である。
多様な集団との相互作用を通した水平的熟達を学
習として捉える見方によって、看護の教育や学習を
検討するパラダイムに変化を与える可能性がある。　

3 ．拡張的学習論の特徴
さらに、拡張的学習の特徴について次の 3 点挙
げることができる。
1つ目は集団性ということができようか。拡張的
学習論は、学習を個人的な行為ではなく社会的な
活動と考える。個人的行為では解決できない矛盾
を集団的に解決していくことを志向する。従来の
学習観が「個人の表象的営み」、「特定コミュニティ
の中に存在する知識の体得」、あるいは「内省によっ
て発展する個人の経験的体験」であるととらえる
点と違い、活動システムの構成要素がシステム全
体をダイナミックに変化させることを意味する 32）。
したがって、学習を捉える際には、学習活動の分
析単位は集団的活動システムであり、組織や共同
体といった集合的活動を理解すること、システム
の内的矛盾を構造的に分析することが必要となる。
2つ目は協働性である。Vygotskyを源流とする活
動理論の学習観の基盤は社会構成主義にある。社
会構成主義の学習観とは、その理論的主導をとる
Gergenによると、知識とは個人の頭の中に存在す
るのではなく社会的な関係性によってつくられる
と見立てられ、集合体の中で息づくことによって
社会的リアリティをもつものとされる 33）。拡張的
学習論は、学習を道具に媒介された人々の協働的
な活動ととらえる、社会構成主義の学習観に基づ
く理論である。図 2のような枠組みは、文化・歴史
的に多様な複数の相違な活動システム同士のネッ
トワークやパートナーシップ、対話や協働を分析し
新たな活動を創造することに向かう。特に、対話
に用いられる言語は、活動システムの媒介物とし
て状況・文脈依存性をもちながらも、同時に、そ
れらの横断可能性を想定させる機能をもっており、
それが拡張的学習の基盤であるととらえられてい
る 34）。Engeströmは、ロシアの社会構成主義の理論
家 Bakhtin35）の「多声性」や「異種混交」、「ポリフォ
ニー（交響）」の概念を援用し注 3）、対話によって

知が社会的に構成される様子を「異質なことば遣い
や言語のぶつかり合う火花を見る」と表現してい
る 36）。そのため、フィールド調査における活動シ
ステム間の相互作用の分析では、対話やディスコー
スが注目されなければならない 37）。
3 つ目は変革性である。活動理論が対象とするの
は、歴史的変化の中にある実践者たちの社会的・
協働的な実践活動の新たな形態やパターンの生成
である。活動に参加する者自身が変革主体となり、
社会変革をもたらす学習と定義されうる 38）。また、
学習者（実践者）だけでなく、関与する研究者に
も変革性を求めている。Engeströmが取り組む「発
達的ワークリサーチ」は、実践者と研究者が協働
して仕事活動を発達的に改善していくことを目的
として、研究者の「形成的介入」を積極的に位置
づけている注4）。研究者には、実践者と協働するこ
とを通じて、新たな道具を形成し実践的に適用す
ることが求められ、いわばアクションリサーチ型
の研究活動を通じて活動の質を改善することが期
待されている。
これらの特徴からは、本理論の研究方法の特異性
が見いだせる。研究方法の重要な要素として、活
動システムの全体構造とシステムが有する矛盾の
分析、対話・会話といった言語データの収集と分析、
アクションリサーチ型の研究方法の採用がある。次
章の検討では，ここまでの拡張的学習論理解なら
びに研究方法の特異性をふまえ、個々の対象文献
の理論適用の状況と研究の展開方法を検討する。

Ⅱ�．拡張的学習論が適用された教育・学習活動に
関する研究の検討
検索によって抽出した文献から、解説・総説・論
説、会議録、理論研究、重複文献を除外し、実際
の学習・教育活動事例を扱った文献に絞った結果、
37 文献が抽出された。そのうち、研究者の関心や
研究課題、研究者が捉える拡張的学習の学習概念
や学習観、アプローチ法、収集データ、データの
解釈や分析の方法が具体的に記述されていた 31 文
献を対象文献とした（表 2）。

1 ．拡張的学習論の適用に関する主な傾向
1）「理論の適用意図」、「教育・学習の場」
拡張的学習論が何を意図して、どのような場の
教育・学習の研究に用いられているのか，その傾
向を確認するために、結果をマトリックスとして
表 3 に整理した。理論の適用意図で最も多かった
のは「学習過程を明らかにすること」が 16 件で、「拡
張的な授業を設計すること」が 8件、「研修・人材
育成を変革すること」が 7 件であった。教育・学
習の場をみると、「フォーマル・エデュケーション」

― 5 ―

（121）



表 2　対象文献一覧（発行年順、n=3１ 件）表 2 対象文献一覧（発行年順、n=31 件） 
番号 文献 

① 保坂裕子（2003)．教師チームの総合カリキュラム開発にみる拡張的学習：コラボレーションとノットワーキング．日本教育
方法学会紀要：教育方法学研究，(29)，37-48． 

② 山住勝広，淺田貴子，島田希（2003)．拡張的学習のコミュニティとしての学校：総合学習と学校改革への活動理論的アプロ
ーチ．教育科学セミナリー，(34)，53-82. 

③ 島田希（2004）．協働的カリキュラム開発への活動理論的アプローチ：教師チームにおける拡張的学習の発達的ワークリサ
ーチ．教育科学セミナリー，（35)，13-23. 

④ 高島知佐子・川村尚也（2007）．伝統芸能組織のマネジメント研究への活動理論アプローチ：人形浄瑠璃における後継者育成
と鑑賞者開発の事例から．経営研究，58(2)，81-104. 

⑤ 服部満生子・徳本弘子（2007）．事例検討会における師⻑の拡張的学習：活動理論による分析．茨城県⽴医療⼤学紀要，(12)，
9-18. 

⑥ 東郷寛（2008）．活動理論による市⺠対話の活動システム分析:市⺠対話を媒介する「道具」の変化を例として．日本経営診
断学会論集， 8 ，239-245. 

⑦ 飯野令子（2009)．日本語コースにおける教師の学習：教師の参加の深まりと日本語コースの発展．日本語教育紀要，(5)，33-
48. 

⑧ 小川史郎（2009)．A 社バイヤーの創造的活動：活動理論とコミュニティ・オブ・プラクティスによる事例分析．経済科学論
究，6，57-71. 

⑨ 石上浩美（2010)．「体験による学び」とは：活動理論による分析から．人間文化研究科年報，25，205-214. 

⑩ 稲葉光行（2010)．活動のつながりと文化の創造．多文化関係学，7，1-22. 

⑪ 今野貴之，岸磨貴子，久保田賢一（2011)．活動理論から見た知識生産の新しい様式とその実践．日本教育工学会論文誌，35，
173-176. 

⑫ 後藤郁子（2011)．小学校初任教師の力量形成を中核に据えた協働学習のデザイン：拡張的学習の理論から捉えた管理職の役
割．日本教師教育学会，20，111-120. 

⑬ 山住勝広（2012)．活動理論と教育的介⼊の方法論：学校における教師の拡張的学習を事例にして．関⻄⼤学文学論集，62(3)，
21-37. 

⑭ 香川秀太（2012)．看護学生の越境と葛藤に伴う教科書の「第三の意味」の発達：学内学習ｰ臨地実習間の緊張関係への状況論
的アプローチ．教育心理学研究，60，167-185. 

⑮ 野呂千鶴子（2013)．市町村合併に伴う保健師の活動システムの追跡．実験社会心理学研究，52(2)，125-136. 

⑯ 橋本忠和（2013)．拡張的学習としての多重連携アート/プロジェクトの可能性についての基礎的研究：神⼾ビエンナーレ 2013
「⼤学作品展」を事例に．美術教育学：美術科教育学会誌，36，325-339. 

⑰ 加登本仁，⼤後⼾一樹，⽊原成一郎（2014)．小学校体育科のボール運動の授業における学習集団の形成過程に関する事例研
究：エンゲストロームの活動理論を手がかりとして．日本教育方法学会紀要：教育方法学研究，39，85-94. 

⑱ 加登本仁（2014)．研究授業を担当する若手教師が直面する困難とその克服過程に関する活動理論的考察．初等教育カリキュ
ラム研究， 2，13-21. 

⑲ 榛葉益枝，加藤和子，加藤千明(2015)．卒後から、一人前ナースになるまでの学習過程：その 1．常葉⼤学健康科学部研究報
告集，2(1)，19-28. 

⑳ 橋本忠和（2015)．伝統・文化教育に関わる造形活動の拡張的学習としての可能性についての研究：空き缶和太鼓づくりを事
例として．北海道教育⼤学紀要：教育科学編，66(1)，253-265. 

㉑ 古川由美子(2016)．日本語教師の悩みとその変容：他機関に所属する教師同士の対話の効果．言語教育研究，7，11-21. 

㉒ 香川秀太，澁谷幸，三谷理恵，中岡亜希子（2016)．「越境的対話」を通した新人看護師教育システムの協働的な知識創造：
活動理論に基づくアクションリサーチと対話過程の分析．認知科学， 23 (4)， 355-376. 

㉓ 横溝環（2016)．⼤洗町の多文化共生に向けた活動における成果と課題：拡張的学習を枠組みとして．茨城⼤学人文学部紀要. 
人文コミュニケーション学科論集 ，20，173-196. 

㉔ ⼤⻄喜一郎（2016）．多職種連携による協同の実践知を求めて：小児心身問題研究会活動の振り返り（1）．活動理論研究，
1，1-11. 

㉕ 橋本忠和（2017)．教員養成⼤学におけるノットワーキング型美術教育に関する一考察：地域連携授業「日本茶⼤好き（ほう
じ茶淹れ方体験と湯飲み茶碗作り」を事例に,．美術教育学：美術科教育学会誌， 38 ，365-380. 

㉖ 白數哲久（2018)．文化ー歴史的活動理論を援用した「総合的な学習の時間」の指導に関する研究．学苑・人間社会学部紀要，
928，51-66. 

㉗ 野原博人，和田一郎，森本信也（2018)．主体的・対話的で深い学びを実現するための理科授業デザイン試論とその実践．理
科教育学研究，58(3)，293-309. 

㉘ 後藤郁子・玉野麻衣（2019）．初任教師の成⻑・発達⽀援のデザイン：エンゲストロームの拡張的学習理論からのアプロー
チ．九州⼤学教育経営学研究紀要，21，63-71. 

㉙ 高橋宏明・梅崎修（2020)．プロボノプログラムがコンサルタントの技能形成に与える影響．イノベーション・マネジメント，
17，39-57. 

㉚ 鈴村美代子・高⽊俊雄（2020)．⼤学学部教育における PBL プログラムと拡張的学習：徳島県海陽町における地方創生をテー
マとした学びを通して．日本情報経営学会誌，39(4)，15-22. 

㉛ 田原友貴（2021)．深い学びの実現を目指す小学校体育授業の研究：拡張的学習に着目した第 6 学年ボール運動ネット型の実
践を中心に．佐賀⼤学⼤学院学校教育学研究科紀要，5，154-168. 
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表 2　対象文献一覧（発行年順、n=3１ 件）表 2 対象文献一覧（発行年順、n=31 件） 
番号 文献 

① 保坂裕子（2003)．教師チームの総合カリキュラム開発にみる拡張的学習：コラボレーションとノットワーキング．日本教育
方法学会紀要：教育方法学研究，(29)，37-48． 

② 山住勝広，淺田貴子，島田希（2003)．拡張的学習のコミュニティとしての学校：総合学習と学校改革への活動理論的アプロ
ーチ．教育科学セミナリー，(34)，53-82. 

③ 島田希（2004）．協働的カリキュラム開発への活動理論的アプローチ：教師チームにおける拡張的学習の発達的ワークリサ
ーチ．教育科学セミナリー，（35)，13-23. 

④ 高島知佐子・川村尚也（2007）．伝統芸能組織のマネジメント研究への活動理論アプローチ：人形浄瑠璃における後継者育成
と鑑賞者開発の事例から．経営研究，58(2)，81-104. 

⑤ 服部満生子・徳本弘子（2007）．事例検討会における師⻑の拡張的学習：活動理論による分析．茨城県⽴医療⼤学紀要，(12)，
9-18. 

⑥ 東郷寛（2008）．活動理論による市⺠対話の活動システム分析:市⺠対話を媒介する「道具」の変化を例として．日本経営診
断学会論集， 8 ，239-245. 

⑦ 飯野令子（2009)．日本語コースにおける教師の学習：教師の参加の深まりと日本語コースの発展．日本語教育紀要，(5)，33-
48. 

⑧ 小川史郎（2009)．A 社バイヤーの創造的活動：活動理論とコミュニティ・オブ・プラクティスによる事例分析．経済科学論
究，6，57-71. 

⑨ 石上浩美（2010)．「体験による学び」とは：活動理論による分析から．人間文化研究科年報，25，205-214. 

⑩ 稲葉光行（2010)．活動のつながりと文化の創造．多文化関係学，7，1-22. 

⑪ 今野貴之，岸磨貴子，久保田賢一（2011)．活動理論から見た知識生産の新しい様式とその実践．日本教育工学会論文誌，35，
173-176. 

⑫ 後藤郁子（2011)．小学校初任教師の力量形成を中核に据えた協働学習のデザイン：拡張的学習の理論から捉えた管理職の役
割．日本教師教育学会，20，111-120. 

⑬ 山住勝広（2012)．活動理論と教育的介⼊の方法論：学校における教師の拡張的学習を事例にして．関⻄⼤学文学論集，62(3)，
21-37. 

⑭ 香川秀太（2012)．看護学生の越境と葛藤に伴う教科書の「第三の意味」の発達：学内学習ｰ臨地実習間の緊張関係への状況論
的アプローチ．教育心理学研究，60，167-185. 

⑮ 野呂千鶴子（2013)．市町村合併に伴う保健師の活動システムの追跡．実験社会心理学研究，52(2)，125-136. 

⑯ 橋本忠和（2013)．拡張的学習としての多重連携アート/プロジェクトの可能性についての基礎的研究：神⼾ビエンナーレ 2013
「⼤学作品展」を事例に．美術教育学：美術科教育学会誌，36，325-339. 

⑰ 加登本仁，⼤後⼾一樹，⽊原成一郎（2014)．小学校体育科のボール運動の授業における学習集団の形成過程に関する事例研
究：エンゲストロームの活動理論を手がかりとして．日本教育方法学会紀要：教育方法学研究，39，85-94. 

⑱ 加登本仁（2014)．研究授業を担当する若手教師が直面する困難とその克服過程に関する活動理論的考察．初等教育カリキュ
ラム研究， 2，13-21. 

⑲ 榛葉益枝，加藤和子，加藤千明(2015)．卒後から、一人前ナースになるまでの学習過程：その 1．常葉⼤学健康科学部研究報
告集，2(1)，19-28. 

⑳ 橋本忠和（2015)．伝統・文化教育に関わる造形活動の拡張的学習としての可能性についての研究：空き缶和太鼓づくりを事
例として．北海道教育⼤学紀要：教育科学編，66(1)，253-265. 

㉑ 古川由美子(2016)．日本語教師の悩みとその変容：他機関に所属する教師同士の対話の効果．言語教育研究，7，11-21. 

㉒ 香川秀太，澁谷幸，三谷理恵，中岡亜希子（2016)．「越境的対話」を通した新人看護師教育システムの協働的な知識創造：
活動理論に基づくアクションリサーチと対話過程の分析．認知科学， 23 (4)， 355-376. 

㉓ 横溝環（2016)．⼤洗町の多文化共生に向けた活動における成果と課題：拡張的学習を枠組みとして．茨城⼤学人文学部紀要. 
人文コミュニケーション学科論集 ，20，173-196. 

㉔ ⼤⻄喜一郎（2016）．多職種連携による協同の実践知を求めて：小児心身問題研究会活動の振り返り（1）．活動理論研究，
1，1-11. 

㉕ 橋本忠和（2017)．教員養成⼤学におけるノットワーキング型美術教育に関する一考察：地域連携授業「日本茶⼤好き（ほう
じ茶淹れ方体験と湯飲み茶碗作り」を事例に,．美術教育学：美術科教育学会誌， 38 ，365-380. 

㉖ 白數哲久（2018)．文化ー歴史的活動理論を援用した「総合的な学習の時間」の指導に関する研究．学苑・人間社会学部紀要，
928，51-66. 

㉗ 野原博人，和田一郎，森本信也（2018)．主体的・対話的で深い学びを実現するための理科授業デザイン試論とその実践．理
科教育学研究，58(3)，293-309. 

㉘ 後藤郁子・玉野麻衣（2019）．初任教師の成⻑・発達⽀援のデザイン：エンゲストロームの拡張的学習理論からのアプロー
チ．九州⼤学教育経営学研究紀要，21，63-71. 

㉙ 高橋宏明・梅崎修（2020)．プロボノプログラムがコンサルタントの技能形成に与える影響．イノベーション・マネジメント，
17，39-57. 

㉚ 鈴村美代子・高⽊俊雄（2020)．⼤学学部教育における PBL プログラムと拡張的学習：徳島県海陽町における地方創生をテー
マとした学びを通して．日本情報経営学会誌，39(4)，15-22. 

㉛ 田原友貴（2021)．深い学びの実現を目指す小学校体育授業の研究：拡張的学習に着目した第 6 学年ボール運動ネット型の実
践を中心に．佐賀⼤学⼤学院学校教育学研究科紀要，5，154-168. 
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が11件、「ノンフォーマル・エデュケーション」12件、
「インフォーマル・エデュケーション」8件であっ
た。内訳をみると、「フォーマル・エデュケーション」
では、「小学校のカリキュラム開発」3件、「小学校
の授業」5件、「大学の授業」2件、「看護学生の実習」
1件であった。「ノンフォーマル・エデュケーション」
では、「児童・生徒の地域活動」1件、「大学のプロジェ
クトや課外活動における参加者の学習」3件、「小・
中学校教師の研修」4件、「（それぞれ、看護師、看
護師長、コンサルタント、日本語教師を対象とし
た）研修」4件であった。「インフォーマル・エデュ
ケーション」では、「（それぞれ、バイヤー、保健師、
看護師、教育システム開発者を対象とした）職場
での学習」4件、「対話の場」を扱った 2件、「多職
種ボランティアの研究会活動」1件、「芸術文化活動」
１件であった。全体的傾向として、「小学校におけ
る授業設計」での理論適用数が5件と最も多かった。
フォーマル、ノンフォーマル、インフォーマル・エ
デュケーションのいずれにも該当したのは「学習過
程を明らかにする」ことを意図した研究であった。
インフォーマル・エデュケーションでは「学習過
程を明らかにする」ことを意図した研究のみであっ
た。

2 ）理論の適用状況
次に、理論の適用状況を具体的に検討するため
に、「研究目的」、「研究者が捉える拡張的学習論の
学習概念および学習観」、「研究方法」、「分析デー
タ」、「解釈や分析に用いられた理論枠組み」、「記
述様式」について、1）の「教育・学習の場」に沿っ
て表 4～ 6に分類し整理した。
まず、研究方法を全体的に見ると、質的研究27件、
質的研究と量的研究の混合研究 4件に分類された。
質的研究のうちアクションリサーチは 9件であっ
た。

主な分析データは単一の場合もあれば複数の場
合もあった。インタビューデータ（個人面接法、
グループ面接法、体験談の聞き取り）15 件、発話・
対話データ 14 件、関連資料・文献 8件、参与観察
記録 6件、アンケート 5件、活動の様子の撮影（写真・
動画）4件、活動の振り返りによる記述2件であった。
拡張的学習の研究は、活動システムの矛盾や境界を
特定するための議論や対話の包括的な読み解きと
参与観察によって推し進められる 39）。多くの研究
がインタビューによって、あるいは議論の場への参
加によって会話・発話データを収集するものであっ
た。
解釈や分析に用いられた枠組み、記述様式は、分
析データと同様に、単一の場合もあれば複数の場
合もあった。14 件と最も多く使用されていた分析
枠組みは「活動システム」モデル（図 1）で、活動
システムの変容を記述するスタイルの研究に用い
られていた。また、それを杉万が提示した「脱構
築モデル」40）を用い記述した研究もあった。続いて、
「相互作用する活動システム」モデル（図 2）の使
用が 6件、「活動的サイクル」モデル（図 3）の使
用が同じく 6件であった。少数ではあったが、「拡
張的学習のマトリックス」41）、「発達的ワークリサー
チの一般的デザイン」42）、「本格的な探究学習のモ
デル」43）も用いられていた。拡張的学習の理論枠
組み以外では、参与観察の記述・分析に鯨岡のエピ
ソード記述分析 44）、発話・対話データの記述・分
析に SCAT45）、Engeströmの対話分析方法 46）、前田
47）や秋田 48）による談話分析方法や記述様式を参
照した研究があった。データ解釈、概念生成の際に
グラウンデッド・セオリー・アプローチ 49.50）や KJ
法 51）を用いた研究は 4件みられた。そのなかには
拡張的学習論の分析モデルを全く用いていない研
究もあった。拡張的学習論と他の学習論との併用
という手法の研究もあり、それは同じく状況論的

表 3　対象文献の「理論適用の意図」と「教育・学習の場」のマトリックス表表3 対象文献の「理論適用の意図」と「教育・学習の場」のマトリックス表

理論適用の意図

項目
学習プロセスを
明らかにする

拡張的な授業の設計
研修・人材育成

の変革

文献数 16 8 7

教
育
・
学
習
の
場

項目 文献数 内訳 文献番号

フォーマル
・エデュケーション

11

小学校の教師のカリキュラム開発 ① ② ③
小学校の授業 ⑰ ⑳ ㉖ ㉗ ㉛
大学の授業 ㉕ ㉚
看護学生の臨地実習 ⑭

ノンフォーマル
・エデュケーション

12

児童・生徒の地域活動 ⑩
大学のプロジェクトや課外活動おける参加者の学習 ⑨ ㉓ ⑯
小・中学校教師の研修 ⑬ ⑫ ⑱ ㉘
看護師、看護師長、コンサルタント、日本語教師の研修 ⑤ ⑦ ㉒ ㉙

インフォーマル
・エデュケーション

8

バイヤー、保健師、看護師、教育システム開発者の職場での学習 ⑧ ⑪ ⑮ ⑲
対話の場 ⑥ ㉑
多職種ボランティアの研究会活動 ㉔
芸術文化活動 ④

― 7 ―

（123）



表
4　
フ
ォ
ー
マ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
研
究
の
概
要
（
n=
１１
）

表
4 

フ
ォ

ー
マ

ル
・

エ
デ

ュ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
お

け
る

研
究

の
概

要
（

n=
11

）
 

 

文
献

番
号

著
者

発
行

年
教

育
・

学
習

の
場

適
用

意
図

研
究

目
的

研
究

者
が

捉
え

る
拡

張
的

学
習

論
の

学
習

概
念

・
学

習
観

研
究

方
法

デ
ー

タ
解

釈
や

分
析

に
用

い
た

理
論

枠
組

み
拡

張
的

学
習

の
様

相
の

記
述

方
法

①
保

坂
20

03
小

学
校

教
師

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

開
発

学
習

プ
ロ

セ
ス

を
明

ら
か

に
す

る

教
育

改
革

や
社

会
事

情
の

変
化

が
学

校
教

育
実

践
現

場
に

も
た

ら
す

変
化

を
探

り
、

教
師

た
ち

の
仕

事
活

動
へ

の
影

響
に

つ
い

て
検

討
す

る

人
間

の
行

為
や

活
動

を
分

析
の

対
象

と
す

る
の

み
な

ら
ず

、
そ

れ
ら

の
拡

張
的

移
行

を
積

極
的

に
生

み
だ

し
て

い
こ

う
と

す
る

特
徴

か
ら

、
仕

事
活

動
や

組
織

に
適

用
さ

れ
る

ア
ク

シ
ョ

ン
リ

サ
ー

チ

発
話

・
対

話
デ

ー
タ

参
与

観
察

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

①
「

活
動

シ
ス

テ
ム

」
モ

デ
ル

②
「

拡
張

的
学

習
サ

イ
ク

ル
」

モ
デ

ル

①
「

問
題

状
況

に
あ

る
と

き
の

活
動

シ
ス

テ
ム

」
と

、
「

実
践

的
解

決
を

試
み

た
と

き
の

活
動

シ
ス

テ
ム

」
を

記
述

②
教

師
チ

ー
ム

の
拡

張
的

学
習

の
サ

イ
ク

ル
を

記
述

②
山

住 他 20
03

小
学

校
教

師
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
開

発
学

習
プ

ロ
セ

ス
を

明
ら

か
に

す
る

「
総

合
的

な
学

習
の

時
間

」
を

め
ぐ

る
教

師
た

ち
の

拡
張

的
学

習
の

プ
ロ

セ
ス

を
追

う
「

学
習

Ⅲ
」

に
位

置
づ

く
、

「
ダ

ブ
ル

バ
イ

ン
ド

」
と

い
う

矛
盾

を
乗

り
越

え
て

コ
ン

テ
ク

ス
ト

を
拡

張
し

て
い

く
運

動
ア

ク
シ

ョ
ン

リ
サ

ー
チ

発
話

・
対

話
デ

ー
タ

発
話

分
析

発
話

デ
ー

タ
を

記
述

・
分

析

③
島

田
20

04
小

学
校

教
師

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

開
発

学
習

プ
ロ

セ
ス

を
明

ら
か

に
す

る

「
総

合
的

な
学

習
の

時
間

」
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

開
発

の
創

造
プ

ロ
セ

ス
を

教
師

チ
ー

ム
に

お
け

る
拡

張
的

学
習

の
プ

ロ
セ

ス
を

も
と

に
描

出
す

る

疑
問

、
モ

デ
リ

ン
グ

、
実

験
の

行
為

に
よ

る
、

未
だ

こ
こ

に
な

い
も

の
の

学
習

. 新
し

い
人

工
物

と
実

践
の

パ
タ

ー
ン

の
協

働
的

な
創

造
（

En
ge

st
rö

m
他

20
02

）

ア
ク

シ
ョ

ン
リ

サ
ー

チ
発

話
・

対
話

デ
ー

タ
発

話
分

析
発

話
デ

ー
タ

を
記

述
・

分
析

⑭
香

川
20

12
看

護
学

生
臨

地
実

習
学

習
プ

ロ
セ

ス
を

明
ら

か
に

す
る

状
況

論
の

考
え

に
基

づ
き

、
緊

張
関

係
説

の
観

点
か

ら
、

学
内

か
ら

臨
地

へ
の

状
況

間
移

動
に

伴
う

看
護

学
生

の
学

習
過

程
を

明
ら

か
に

す
る

従
来

の
個

体
主

義
的

ア
プ

ロ
ー

チ
に

代
わ

る
理

論
枠

組
み

. 実
際

の
教

室
や

職
場

な
ど

で
の

生
き

た
特

定
の

共
同

体
に

お
け

る
、

種
々

の
道

具
（

媒
介

物
）

を
介

し
た

人
々

の
多

様
な

社
会

的
相

互
行

為
. 複

数
の

共
同

体
（

社
会

的
文

脈
）

間
の

横
断

に
伴

う
学

習
・

発
達

質
的

研
究

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

授
業

観
察

・
撮

影
資

料
グ

ラ
ウ

ン
デ

ッ
ド

・
セ

オ
リ

ー
・

ア
プ

ロ
ー

チ
「

学
内

学
習

」
と

「
臨

地
実

習
」

そ
れ

ぞ
れ

の
描

出
カ

テ
ゴ

リ
を

記
述

⑰
加

登
本

他 20
14

小
学

校
授

業
拡

張
的

な
授

業
の

設
計

フ
ラ

ッ
グ

フ
ッ

ト
ボ

ー
ル

の
授

業
で

子
ど

も
が

ど
の

よ
う

に
学

習
集

団
を

発
展

さ
せ

て
い

く
の

か
を

明
ら

か
に

す
る

相
互

に
作

用
す

る
活

動
シ

ス
テ

ム
が

「
対

話
」

を
通

し
て

越
境

し
合

う
こ

と
に

よ
り

、
新

た
に

立
ち

現
れ

る
対

象
が

そ
れ

ぞ
れ

の
活

動
シ

ス
テ

ム
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
さ

れ
、

も
と

の
活

動
シ

ス
テ

ム
を

変
革

す
る

（
山

住
・

En
ge

st
rö

m
20

08
）

質
的

研
究

授
業

撮
影

発
話

・
対

話
デ

ー
タ

資
料

（
ゲ

ー
ム

記
録

用
紙

・
知

識
テ

ス
ト

・
調

査
票

）

「
活

動
シ

ス
テ

ム
」

モ
デ

ル
「

仲
間

づ
く

り
調

査
票

」
か

ら
割

り
出

し
た

、
「

成
果

の
低

い
時

の
活

動
シ

ス
テ

ム
」

と
「

成
果

が
上

が
っ

て
い

た
と

き
の

活
動

シ
ス

テ
ム

」
を

記
述

教
師

に
よ

る
発

問
を

通
し

た
対

話
を

実
践

し
た

様
子

を
記

述

⑳
橋

本
20

15
小

学
校

授
業

拡
張

的
な

授
業

の
設

計

伝
統

・
文

化
教

育
に

関
わ

る
造

形
活

動
の

「
学

び
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
形

成
、

「
拡

張
的

学
習

」
と

し
て

の
可

能
性

を
考

察
す

る

他
者

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
す

る
中

で
活

動
を

拡
張

す
る

よ
う

な
、

学
校

の
学

び
の

文
化

的
パ

タ
ー

ン
の

転
換

を
可

能
と

す
る

理
論

質
的

・
量

的
研

究
ア

ン
ケ

ー
ト

授
業

作
品

「
相

互
作

用
す

る
活

動
シ

ス
テ

ム
」

モ
デ

ル

現
状

の
活

動
シ

ス
テ

ム
を

「
和

太
鼓

づ
く

り
を

行
う

前
の

和
太

鼓
演

奏
活

動
に

お
け

る
児

童
と

教
師

の
活

動
シ

ス
テ

ム
」

と
し

て
記

述
「

空
き

缶
和

太
鼓

づ
く

り
授

業
」

の
活

動
内

容
と

成
果

に
つ

い
て

、
児

童
の

学
び

の
内

容
と

と
も

に
記

述

㉕
橋

本
20

17
大

学
授

業
拡

張
的

な
授

業
の

設
計

連
携

授
業

「
日

本
茶

大
好

き
」

の
活

動
過

程
を

ノ
ッ

ト
ワ

ー
ク

型
美

術
教

育
の

活
動

サ
イ

ク
ル

の
各

プ
ロ

セ
ス

の
視

点
を

軸
に

分
析

し
、

拡
張

的
学

習
と

の
構

造
に

通
じ

て
い

た
か

ど
う

か
、

ま
た

学
生

・
参

加
者

の
資

質
・

能
力

を
拡

張
す

る
役

割
を

果
た

し
て

い
た

か
ど

う
か

検
証

す
る

「
個

人
的

に
表

現
さ

れ
た

疑
い

、
⼾

惑
い

、
攪

乱
」

の
直

感
的

な
発

⾒
か

ら
出

発
し

、
そ

れ
を

組
織

の
枠

を
越

境
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
社

会
的

な
葛

藤
へ

と
上

昇
さ

せ
、

分
離

し
た

個
人

で
は

解
決

で
き

な
い

そ
の

葛
藤

を
協

働
の

諸
行

為
、

す
な

わ
ち

集
団

的
活

動
の

変
化

・
発

達
の

中
で

解
決

し
よ

う
と

す
る

も
の

（
山

住
20

04
）

質
的

・
量

的
研

究
ア

ン
ケ

ー
ト

「
本

格
的

な
探

求
的

学
習

の
モ

デ
ル

」
（

エ
ン

ゲ
ス

ト
ロ

ー
20

10
）

左
記

モ
デ

ル
を

使
っ

て
活

動
内

容
を

記
述

事
後

ア
ン

ケ
ー

ト
の

自
由

記
述

回
答

か
ら

学
生

の
専

門
的

力
量

の
変

容
を

記
述

事
後

ア
ン

ケ
ー

ト
内

容
分

析
に

よ
り

参
加

者
の

地
域

の
文

化
や

大
学

の
意

識
の

変
容

を
記

述

㉖
白

數
20

18
小

学
校

授
業

拡
張

的
な

授
業

の
設

計

活
動

シ
ス

テ
ム

モ
デ

ル
の

「
総

合
的

な
学

習
の

時
間

」
へ

の
援

用
に

よ
り

、
広

い
視

野
を

得
て

生
活

や
社

会
と

の
関

連
性

を
意

識
し

た
学

習
に

つ
な

が
っ

た
か

検
討

し
、

モ
デ

ル
の

妥
当

性
と

汎
用

性
を

吟
味

す
る

学
習

共
同

体
で

あ
る

子
ど

も
た

ち
と

学
習

対
象

者
ら

と
が

出
会

い
対

話
に

よ
っ

て
情

報
が

交
換

さ
れ

、
そ

の
重

な
り

に
お

い
て

新
た

な
事

実
が

明
確

化
し

、
次

の
学

び
へ

と
つ

な
が

る
学

習
「

カ
プ

セ
ル

化
し

た
学

習
」

（
山

住
20

04
）

か
ら

、
学

校
と

子
ど

も
を

解
放

し
、

学
習

全
体

の
構

造
を

⾒
直

し
、

子
ど

も
の

側
か

ら
よ

り
広

い
自

然
や

社
会

を
捉

え
る

構
造

へ
と

変
革

す
る

視
点

を
与

え
る

学
習

論

質
的

研
究

発
話

・
対

話
デ

ー
タ

「
相

互
作

用
す

る
活

動
シ

ス
テ

ム
」

モ
デ

ル
「

子
ど

も
た

ち
の

活
動

シ
ス

テ
ム

」
と

「
子

ど
も

た
ち

が
調

べ
る

対
象

で
あ

る
「

銭
湯

」
の

活
動

シ
ス

テ
ム

」
を

記
述

㉗
野

原 他 20
18

小
学

校
授

業
拡

張
的

な
授

業
の

設
計

拡
張

的
学

習
を

援
用

し
た

理
科

授
業

デ
ザ

イ
ン

の
試

論
と

そ
の

実
践

か
ら

、
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
を

通
し

た
子

ど
も

の
科

学
概

念
構

築
に

関
わ

る
変

化
の

様
態

を
分

析
す

る

主
体

性
と

協
働

性
を

同
時

に
加

味
し

た
活

動
の

デ
ザ

イ
ン

を
求

め
る

こ
と

の
で

き
る

理
論

質
的

研
究

発
話

・
対

話
デ

ー
タ

資
料

（
子

ど
も

の
描

画
）

「
深

い
理

解
」

（
Sa

wy
er

20
06

を
も

と
に

作
成

)
「

活
動

シ
ス

テ
ム

」
モ

デ
ル

①
「

深
い

理
解

」
を

促
す

過
程

Ⅰ
〜

Ⅴ
ご

と
に

、
「

道
具

」
の

変
化

を
記

述
②

子
ど

も
の

描
画

記
録

、
考

察
場

面
に

お
け

る
教

師
と

子
ど

も
の

対
話

プ
ロ

ト
コ

ル
を

示
し

な
が

ら
、

各
過

程
の

活
動

シ
ス

テ
ム

モ
デ

ル
を

記
述

㉚
鈴

村 他 20
20

大
学

授
業

拡
張

的
な

授
業

の
設

計

PB
L（

問
題

解
決

型
学

習
）

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

通
し

て
学

習
者

同
士

が
連

鎖
し

連
関

す
る

こ
と

で
、

与
え

ら
れ

た
課

題
が

既
存

の
枠

組
み

を
超

え
た

新
た

な
価

値
の

創
造

へ
と

転
換

し
て

い
く

拡
張

的
学

習
の

プ
ロ

セ
ス

に
つ

い
て

検
討

す
る

学
習

の
主

体
が

孤
立

し
た

個
人

か
ら

集
団

や
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
へ

と
転

換
し

て
い

く
学

習
プ

ロ
セ

ス
対

象
に

向
か

う
活

動
の

新
た

に
拡

張
さ

れ
た

対
象

や
パ

タ
ー

ン
の

形
成

を
も

た
ら

す
。

集
団

的
で

分
散

型
の

エ
ー

ジ
ェ

ン
シ

ー
を

必
要

と
し

、
ま

た
そ

れ
を

生
じ

さ
せ

て
い

く
学

習
（

En
ge

st
rö

m
20

16
）

質
的

研
究

活
動

の
振

り
返

り
「

拡
張

的
学

習
サ

イ
ク

ル
」

モ
デ

ル
左

記
プ

ロ
セ

ス
モ

デ
ル

に
沿

っ
た

学
習

プ
ロ

セ
ス

の
記

述

㉛
田

原
20

21
小

学
校

授
業

拡
張

的
な

授
業

の
設

計
拡

張
的

学
習

の
理

論
を

足
場

と
し

て
、

小
学

校
体

育
授

業
の

開
発

お
よ

び
実

践
を

通
し

て
、

深
い

学
び

の
実

現
を

目
的

と
す

る

学
習

活
動

と
は

活
動

の
中

に
潜

ん
で

い
る

内
的

矛
盾

を
露

呈
し

て
い

る
い

く
つ

か
の

行
為

か
ら

、
客

観
的

か
つ

文
化

ー
歴

史
的

に
社

会
的

な
新

し
い

活
動

の
構

造
（

新
し

い
対

象
、

新
し

い
道

具
、

等
を

含
む

）
を

生
産

す
る

こ
と

ア
ク

シ
ョ

ン
リ

サ
ー

チ
発

話
・

対
話

デ
ー

タ
資

料
（

学
習

カ
ー

ド
）

①
「

発
達

的
ワ

ー
ク

リ
サ

ー
チ

の
一

般
的

デ
ザ

イ
ン

」
（

19
87

/1
99

9)
②

「
活

動
シ

ス
テ

ム
」

モ
デ

ル

①
ど

の
程

度
の

チ
ー

ム
が

発
達

的
ワ

ー
ク

リ
サ

ー
チ

の
方

法
論

的
サ

イ
ク

ル
に

沿
っ

て
学

習
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

て
い

た
か

を
記

述
→

3つ
の

タ
イ

プ
に

分
類

②
各

タ
イ

プ
の

活
動

シ
ス

テ
ム

を
図

と
と

も
に

記
述

サ
イ

ク
ル

を
回

し
た

チ
ー

ム
の

「
運

動
の

世
界

の
広

が
り

」
に

つ
い

て
も

併
せ

て
記

述

― 8 ―

（124）



表
4　
フ
ォ
ー
マ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
研
究
の
概
要
（
n=
１１
）

表
4 

フ
ォ

ー
マ

ル
・

エ
デ

ュ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
お

け
る

研
究

の
概

要
（

n=
11

）
 

 

文
献

番
号

著
者

発
行

年
教

育
・

学
習

の
場

適
用

意
図

研
究

目
的

研
究

者
が

捉
え

る
拡

張
的

学
習

論
の

学
習

概
念

・
学

習
観

研
究

方
法

デ
ー

タ
解

釈
や

分
析

に
用

い
た

理
論

枠
組

み
拡

張
的

学
習

の
様

相
の

記
述

方
法

①
保

坂
20

03
小

学
校

教
師

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

開
発

学
習

プ
ロ

セ
ス

を
明

ら
か

に
す

る

教
育

改
革

や
社

会
事

情
の

変
化

が
学

校
教

育
実

践
現

場
に

も
た

ら
す

変
化

を
探

り
、

教
師

た
ち

の
仕

事
活

動
へ

の
影

響
に

つ
い

て
検

討
す

る

人
間

の
行

為
や

活
動

を
分

析
の

対
象

と
す

る
の

み
な

ら
ず

、
そ

れ
ら

の
拡

張
的

移
行

を
積

極
的

に
生

み
だ

し
て

い
こ

う
と

す
る

特
徴

か
ら

、
仕

事
活

動
や

組
織

に
適

用
さ

れ
る

ア
ク

シ
ョ

ン
リ

サ
ー

チ

発
話

・
対

話
デ

ー
タ

参
与

観
察

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

①
「

活
動

シ
ス

テ
ム

」
モ

デ
ル

②
「

拡
張

的
学

習
サ

イ
ク

ル
」

モ
デ

ル

①
「

問
題

状
況

に
あ

る
と

き
の

活
動

シ
ス

テ
ム

」
と

、
「

実
践

的
解

決
を

試
み

た
と

き
の

活
動

シ
ス

テ
ム

」
を

記
述

②
教

師
チ

ー
ム

の
拡

張
的

学
習

の
サ

イ
ク

ル
を

記
述

②
山

住 他 20
03

小
学

校
教

師
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
開

発
学

習
プ

ロ
セ

ス
を

明
ら

か
に

す
る

「
総

合
的

な
学

習
の

時
間

」
を

め
ぐ

る
教

師
た

ち
の

拡
張

的
学

習
の

プ
ロ

セ
ス

を
追

う
「

学
習

Ⅲ
」

に
位

置
づ

く
、

「
ダ

ブ
ル

バ
イ

ン
ド

」
と

い
う

矛
盾

を
乗

り
越

え
て

コ
ン

テ
ク

ス
ト

を
拡

張
し

て
い

く
運

動
ア

ク
シ

ョ
ン

リ
サ

ー
チ

発
話

・
対

話
デ

ー
タ

発
話

分
析

発
話

デ
ー

タ
を

記
述

・
分

析

③
島

田
20

04
小

学
校

教
師

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

開
発

学
習

プ
ロ

セ
ス

を
明

ら
か

に
す

る

「
総

合
的

な
学

習
の

時
間

」
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

開
発

の
創

造
プ

ロ
セ

ス
を

教
師

チ
ー

ム
に

お
け

る
拡

張
的

学
習

の
プ

ロ
セ

ス
を

も
と

に
描

出
す

る

疑
問

、
モ

デ
リ

ン
グ

、
実

験
の

行
為

に
よ

る
、

未
だ

こ
こ

に
な

い
も

の
の

学
習

. 新
し

い
人

工
物

と
実

践
の

パ
タ

ー
ン

の
協

働
的

な
創

造
（

En
ge

st
rö

m
他

20
02

）

ア
ク

シ
ョ

ン
リ

サ
ー

チ
発

話
・

対
話

デ
ー

タ
発

話
分

析
発

話
デ

ー
タ

を
記

述
・

分
析

⑭
香

川
20

12
看

護
学

生
臨

地
実

習
学

習
プ

ロ
セ

ス
を

明
ら

か
に

す
る

状
況

論
の

考
え

に
基

づ
き

、
緊

張
関

係
説

の
観

点
か

ら
、

学
内

か
ら

臨
地

へ
の

状
況

間
移

動
に

伴
う

看
護

学
生

の
学

習
過

程
を

明
ら

か
に

す
る

従
来

の
個

体
主

義
的

ア
プ

ロ
ー

チ
に

代
わ

る
理

論
枠

組
み

. 実
際

の
教

室
や

職
場

な
ど

で
の

生
き

た
特

定
の

共
同

体
に

お
け

る
、

種
々

の
道

具
（

媒
介

物
）

を
介

し
た

人
々

の
多

様
な

社
会

的
相

互
行

為
. 複

数
の

共
同

体
（

社
会

的
文

脈
）

間
の

横
断

に
伴

う
学

習
・

発
達

質
的

研
究

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

授
業

観
察

・
撮

影
資

料
グ

ラ
ウ

ン
デ

ッ
ド

・
セ

オ
リ

ー
・

ア
プ

ロ
ー

チ
「

学
内

学
習

」
と

「
臨

地
実

習
」

そ
れ

ぞ
れ

の
描

出
カ

テ
ゴ

リ
を

記
述

⑰
加

登
本

他 20
14

小
学

校
授

業
拡

張
的

な
授

業
の

設
計

フ
ラ

ッ
グ

フ
ッ

ト
ボ

ー
ル

の
授

業
で

子
ど

も
が

ど
の

よ
う

に
学

習
集

団
を

発
展

さ
せ

て
い

く
の

か
を

明
ら

か
に

す
る

相
互

に
作

用
す

る
活

動
シ

ス
テ

ム
が

「
対

話
」

を
通

し
て

越
境

し
合

う
こ

と
に

よ
り

、
新

た
に

立
ち

現
れ

る
対

象
が

そ
れ

ぞ
れ

の
活

動
シ

ス
テ

ム
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
さ

れ
、

も
と

の
活

動
シ

ス
テ

ム
を

変
革

す
る

（
山

住
・

En
ge

st
rö

m
20

08
）

質
的

研
究

授
業

撮
影

発
話

・
対

話
デ

ー
タ

資
料

（
ゲ

ー
ム

記
録

用
紙

・
知

識
テ

ス
ト

・
調

査
票

）

「
活

動
シ

ス
テ

ム
」

モ
デ

ル
「

仲
間

づ
く

り
調

査
票

」
か

ら
割

り
出

し
た

、
「

成
果

の
低

い
時

の
活

動
シ

ス
テ

ム
」

と
「

成
果

が
上

が
っ

て
い

た
と

き
の

活
動

シ
ス

テ
ム

」
を

記
述

教
師

に
よ

る
発

問
を

通
し

た
対

話
を

実
践

し
た

様
子

を
記

述

⑳
橋

本
20

15
小

学
校

授
業

拡
張

的
な

授
業

の
設

計

伝
統

・
文

化
教

育
に

関
わ

る
造

形
活

動
の

「
学

び
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
形

成
、

「
拡

張
的

学
習

」
と

し
て

の
可

能
性

を
考

察
す

る

他
者

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
す

る
中

で
活

動
を

拡
張

す
る

よ
う

な
、

学
校

の
学

び
の

文
化

的
パ

タ
ー

ン
の

転
換

を
可

能
と

す
る

理
論

質
的

・
量

的
研

究
ア

ン
ケ

ー
ト

授
業

作
品

「
相

互
作

用
す

る
活

動
シ

ス
テ

ム
」

モ
デ

ル

現
状

の
活

動
シ

ス
テ

ム
を

「
和

太
鼓

づ
く

り
を

行
う

前
の

和
太

鼓
演

奏
活

動
に

お
け

る
児

童
と

教
師

の
活

動
シ

ス
テ

ム
」

と
し

て
記

述
「

空
き

缶
和

太
鼓

づ
く

り
授

業
」

の
活

動
内

容
と

成
果

に
つ

い
て

、
児

童
の

学
び

の
内

容
と

と
も

に
記

述

㉕
橋

本
20

17
大

学
授

業
拡

張
的

な
授

業
の

設
計

連
携

授
業

「
日

本
茶

大
好

き
」

の
活

動
過

程
を

ノ
ッ

ト
ワ

ー
ク

型
美

術
教

育
の

活
動

サ
イ

ク
ル

の
各

プ
ロ

セ
ス

の
視

点
を

軸
に

分
析

し
、

拡
張

的
学

習
と

の
構

造
に

通
じ

て
い

た
か

ど
う

か
、

ま
た

学
生

・
参

加
者

の
資

質
・

能
力

を
拡

張
す

る
役

割
を

果
た

し
て

い
た

か
ど

う
か

検
証

す
る

「
個

人
的

に
表

現
さ

れ
た

疑
い

、
⼾

惑
い

、
攪

乱
」

の
直

感
的

な
発

⾒
か

ら
出

発
し

、
そ

れ
を

組
織

の
枠

を
越

境
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
社

会
的

な
葛

藤
へ

と
上

昇
さ

せ
、

分
離

し
た

個
人

で
は

解
決

で
き

な
い

そ
の

葛
藤

を
協

働
の

諸
行

為
、

す
な

わ
ち

集
団

的
活

動
の

変
化

・
発

達
の

中
で

解
決

し
よ

う
と

す
る

も
の

（
山

住
20

04
）

質
的

・
量

的
研

究
ア

ン
ケ

ー
ト

「
本

格
的

な
探

求
的

学
習

の
モ

デ
ル

」
（

エ
ン

ゲ
ス

ト
ロ

ー
20

10
）

左
記

モ
デ

ル
を

使
っ

て
活

動
内

容
を

記
述

事
後

ア
ン

ケ
ー

ト
の

自
由

記
述

回
答

か
ら

学
生

の
専

門
的

力
量

の
変

容
を

記
述

事
後

ア
ン

ケ
ー

ト
内

容
分

析
に

よ
り

参
加

者
の

地
域

の
文

化
や

大
学

の
意

識
の

変
容

を
記

述

㉖
白

數
20

18
小

学
校

授
業

拡
張

的
な

授
業

の
設

計

活
動

シ
ス

テ
ム

モ
デ

ル
の

「
総

合
的

な
学

習
の

時
間

」
へ

の
援

用
に

よ
り

、
広

い
視

野
を

得
て

生
活

や
社

会
と

の
関

連
性

を
意

識
し

た
学

習
に

つ
な

が
っ

た
か

検
討

し
、

モ
デ

ル
の

妥
当

性
と

汎
用

性
を

吟
味

す
る

学
習

共
同

体
で

あ
る

子
ど

も
た

ち
と

学
習

対
象

者
ら

と
が

出
会

い
対

話
に

よ
っ

て
情

報
が

交
換

さ
れ

、
そ

の
重

な
り

に
お

い
て

新
た

な
事

実
が

明
確

化
し

、
次

の
学

び
へ

と
つ

な
が

る
学

習
「

カ
プ

セ
ル

化
し

た
学

習
」

（
山

住
20

04
）

か
ら

、
学

校
と

子
ど

も
を

解
放

し
、

学
習

全
体

の
構

造
を

⾒
直

し
、

子
ど

も
の

側
か

ら
よ

り
広

い
自

然
や

社
会

を
捉

え
る

構
造

へ
と

変
革

す
る

視
点

を
与

え
る

学
習

論

質
的

研
究

発
話

・
対

話
デ

ー
タ

「
相

互
作

用
す

る
活

動
シ

ス
テ

ム
」

モ
デ

ル
「

子
ど

も
た

ち
の

活
動

シ
ス

テ
ム

」
と

「
子

ど
も

た
ち

が
調

べ
る

対
象

で
あ

る
「

銭
湯

」
の

活
動

シ
ス

テ
ム

」
を

記
述

㉗
野

原 他 20
18

小
学

校
授

業
拡

張
的

な
授

業
の

設
計

拡
張

的
学

習
を

援
用

し
た

理
科

授
業

デ
ザ

イ
ン

の
試

論
と

そ
の

実
践

か
ら

、
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
を

通
し

た
子

ど
も

の
科

学
概

念
構

築
に

関
わ

る
変

化
の

様
態

を
分

析
す

る

主
体

性
と

協
働

性
を

同
時

に
加

味
し

た
活

動
の

デ
ザ

イ
ン

を
求

め
る

こ
と

の
で

き
る

理
論

質
的

研
究

発
話

・
対

話
デ

ー
タ

資
料

（
子

ど
も

の
描

画
）

「
深

い
理

解
」

（
Sa

wy
er

20
06

を
も

と
に

作
成

)
「

活
動

シ
ス

テ
ム

」
モ

デ
ル

①
「

深
い

理
解

」
を

促
す

過
程

Ⅰ
〜

Ⅴ
ご

と
に

、
「

道
具

」
の

変
化

を
記

述
②

子
ど

も
の

描
画

記
録

、
考

察
場

面
に

お
け

る
教

師
と

子
ど

も
の

対
話

プ
ロ

ト
コ

ル
を

示
し

な
が

ら
、

各
過

程
の

活
動

シ
ス

テ
ム

モ
デ

ル
を

記
述

㉚
鈴

村 他 20
20

大
学

授
業

拡
張

的
な

授
業

の
設

計

PB
L（

問
題

解
決

型
学

習
）

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

通
し

て
学

習
者

同
士

が
連

鎖
し

連
関

す
る

こ
と

で
、

与
え

ら
れ

た
課

題
が

既
存

の
枠

組
み

を
超

え
た

新
た

な
価

値
の

創
造

へ
と

転
換

し
て

い
く

拡
張

的
学

習
の

プ
ロ

セ
ス

に
つ

い
て

検
討

す
る

学
習

の
主

体
が

孤
立

し
た

個
人

か
ら

集
団

や
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
へ

と
転

換
し

て
い

く
学

習
プ

ロ
セ

ス
対

象
に

向
か

う
活

動
の

新
た

に
拡

張
さ

れ
た

対
象

や
パ

タ
ー

ン
の

形
成

を
も

た
ら

す
。

集
団

的
で

分
散

型
の

エ
ー

ジ
ェ

ン
シ

ー
を

必
要

と
し

、
ま

た
そ

れ
を

生
じ

さ
せ

て
い

く
学

習
（

En
ge

st
rö

m
20

16
）

質
的

研
究

活
動

の
振

り
返

り
「

拡
張

的
学

習
サ

イ
ク

ル
」

モ
デ

ル
左

記
プ

ロ
セ

ス
モ

デ
ル

に
沿

っ
た

学
習

プ
ロ

セ
ス

の
記

述

㉛
田

原
20

21
小

学
校

授
業

拡
張

的
な

授
業

の
設

計
拡

張
的

学
習

の
理

論
を

足
場

と
し

て
、

小
学

校
体

育
授

業
の

開
発

お
よ

び
実

践
を

通
し

て
、

深
い

学
び

の
実

現
を

目
的

と
す

る

学
習

活
動

と
は

活
動

の
中

に
潜

ん
で

い
る

内
的

矛
盾

を
露

呈
し

て
い

る
い

く
つ

か
の

行
為

か
ら

、
客

観
的

か
つ

文
化

ー
歴

史
的

に
社

会
的

な
新

し
い

活
動

の
構

造
（

新
し

い
対

象
、

新
し

い
道

具
、

等
を

含
む

）
を

生
産

す
る

こ
と

ア
ク

シ
ョ

ン
リ

サ
ー

チ
発

話
・

対
話

デ
ー

タ
資

料
（

学
習

カ
ー

ド
）

①
「

発
達

的
ワ

ー
ク

リ
サ

ー
チ

の
一

般
的

デ
ザ

イ
ン

」
（

19
87

/1
99

9)
②

「
活

動
シ

ス
テ

ム
」

モ
デ

ル

①
ど

の
程

度
の

チ
ー

ム
が

発
達

的
ワ

ー
ク

リ
サ

ー
チ

の
方

法
論

的
サ

イ
ク

ル
に

沿
っ

て
学

習
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

て
い

た
か

を
記

述
→

3つ
の

タ
イ

プ
に

分
類

②
各

タ
イ

プ
の

活
動

シ
ス

テ
ム

を
図

と
と

も
に

記
述

サ
イ

ク
ル

を
回

し
た

チ
ー

ム
の

「
運

動
の

世
界

の
広

が
り

」
に

つ
い

て
も

併
せ

て
記

述

― 8 ―

表
5　
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
研
究
の
概
要
（
n=
１2
）

表
5 

ノ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
・

エ
デ

ュ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
お

け
る

研
究

の
概

要
（

n=
12

）
 

文
献

番
号

著
者

発
行

教
育

・
学

習
の

場
適

用
意

図
研

究
目

的
研

究
者

が
捉

え
る

拡
張

的
学

習
論

の
学

習
概

念
・

学
習

観
研

究
方

法
デ

ー
タ

解
釈

や
分

析
に

用
い

た
理

論
枠

組
み

拡
張

的
学

習
の

様
相

の
記

述
様

式

⑤
服

部 他 20
07

看
護

師
⻑

研
修

研
修

・
人

材
育

成
の

変
革

事
例

検
討

会
に

お
け

る
師

⻑
の

学
習

構
造

を
明

ら
か

に
す

る
「

学
習

Ⅲ
」

に
相

当
す

る
学

習
。

自
ら

の
習

慣
や

体
制

を
意

識
し

、
意

識
的

な
自

己
変

革
を

主
体

的
に

迫
る

学
習

質
的

研
究

発
話

・
対

話
デ

ー
タ

「
活

動
シ

ス
テ

ム
」

モ
デ

ル
「

事
例

検
討

会
前

活
動

シ
ス

テ
ム

」
と

「
事

例
検

討
会

後
活

動
シ

ス
テ

ム
」

と
し

て
記

述
思

考
の

拡
張

性
を

、
師

⻑
の

発
話

分
析

に
よ

り
記

述

⑦
飯

野
20

09
日

本
語

教
師

研
修

研
修

・
人

材
育

成
の

変
革

日
本

語
コ

ー
ス

内
で

の
教

師
の

学
習

を
実

現
す

る
物

理
的

・
社

会
的

状
況

を
組

織
化

す
る

こ
と

、
そ

れ
を

教
師

の
み

な
ら

ず
日

本
語

コ
ー

ス
全

体
の

発
展

に
つ

な
げ

る
試

み
を

示
す

活
動

シ
ス

テ
ム

の
発

展
的

循
環

で
あ

る
。

活
動

シ
ス

テ
ム

に
参

加
す

る
個

人
は

こ
の

シ
ス

テ
ム

の
全

体
的

な
変

化
に

関
わ

っ
て

い
る

。
矛

盾
の

克
服

に
よ

っ
て

シ
ス

テ
ム

の
再

組
織

化
が

行
わ

れ
る

質
的

研
究

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

参
与

観
察

「
活

動
シ

ス
テ

ム
」

モ
デ

ル
①

「
日

本
語

講
座

の
活

動
シ

ス
テ

ム
」

を
図

示
し

記
述

②
講

師
の

参
加

の
実

態
を

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
観

察
を

交
え

て
記

述

⑨
石

上
20

10

大
学

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

や
課

外
活

動
の

参
加

者
の

学
習

学
習

プ
ロ

セ
ス

を
明

ら
か

に
す

る

学
校

文
化

・
文

脈
の

制
約

や
枠

組
み

に
と

ら
わ

れ
な

い
自

由
度

の
高

い
実

践
や

体
験

活
動

の
中

か
ら

生
成

す
る

「
学

び
」

の
事

例
か

ら
学

び
の

成
立

過
程

を
明

ら
か

に
す

る

主
体

が
技

術
や

知
識

の
習

得
を

通
じ

て
活

動
シ

ス
テ

ム
へ

の
参

加
の

仕
方

を
変

え
て

行
く

こ
と

（
G

re
en

o他
19

98
)

ア
ク

シ
ョ

ン
リ

サ
ー

チ
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
発

話
・

対
話

デ
ー

タ
発

話
分

析

①
テ

ク
ス

ト
を

作
成

し
、

他
者

と
の

や
り

と
り

が
み

ら
れ

た
発

話
を

キ
ー

ワ
ー

ド
と

し
て

抽
出

し
、

類
似

性
の

高
い

キ
ー

ワ
ー

ド
を

ま
と

め
グ

ル
ー

プ
名

を
付

与
②

発
達

の
再

概
念

化
説

に
も

と
づ

い
て

記
述

⑩
稲

葉
20

10
児

童
・

生
徒

地
域

活
動

学
習

プ
ロ

セ
ス

を
明

ら
か

に
す

る
新

し
い

文
化

創
造

の
役

割
を

担
う

人
々

の
「

活
動

シ
ス

テ
ム

」
の

あ
り

方
に

つ
い

て
議

論
す

る

状
況

論
的

ア
プ

ロ
ー

チ
と

し
て

の
活

動
理

論
（

G
re

en
o2

00
6)

.
 個

人
や

組
織

を
、

周
囲

の
環

境
、

人
工

物
、

そ
し

て
他

の
主

体
と

い
っ

た
事

象
と

の
関

係
性

の
中

で
、

対
象

に
む

か
っ

て
活

動
し

て
い

る
存

在
と

捉
え

る

質
的

研
究

参
与

観
察

①
「

相
互

作
用

す
る

活
動

シ
ス

テ
ム

」
モ

デ
ル

②
「

拡
張

的
学

習
の

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

」
③

「
学

習
活

動
の

拡
張

的
サ

イ
ク

ル
」

モ
デ

ル

各
事

例
を

、
①

〜
③

の
モ

デ
ル

を
用

い
て

記
述

⑫
後

藤
20

11
小

・
中

学
校

教
師

研
修

研
修

・
人

材
育

成
の

変
革

小
学

校
初

任
教

師
と

中
堅

教
師

と
の

協
働

学
習

を
通

し
、

膠
着

状
態

を
打

破
し

解
決

の
萌

芽
と

な
る

新
し

い
仲

介
的

概
念

ツ
ー

ル
を

見
い

だ
し

な
が

ら
自

ら
の

課
題

解
決

能
力

を
培

っ
て

い
く

過
程

を
実

証
的

に
探

求
す

る

仕
事

や
組

織
の

実
践

の
中

で
、

人
々

が
現

状
の

矛
盾

に
出

会
い

な
が

ら
対

象
と

の
継

続
的

な
対

話
を

進
め

、
活

動
の

新
た

な
ツ

ー
ル

や
モ

デ
ル

、
コ

ン
セ

プ
ト

や
ヴ

ィ
ジ

ョ
ン

を
協

働
で

生
み

だ
す

こ
と

を
通

し
、

自
分

た
ち

の
新

し
い

あ
り

方
を

発
達

さ
せ

よ
う

と
す

る
協

働
学

習
（

山
住

20
04

、
En

ge
st

rö
m

・
山

住
20

08
）

ア
ク

シ
ョ

ン
リ

サ
ー

チ
発

話
・

対
話

デ
ー

タ
「

分
析

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

」
（

修
正

版
G

TA
）

概
念

化
の

結
果

を
記

述
発

話
・

対
話

内
容

の
記

述
に

秋
田

（
20

06
）

を
参

照

⑬
山

住
20

12
小

・
中

学
校

教
師

研
修

学
習

プ
ロ

セ
ス

を
明

ら
か

に
す

る

介
入

研
究

と
し

て
の

教
育

研
究

が
従

来
陥

っ
て

い
る

、
単

純
で

線
形

的
な

因
果

律
へ

の
還

元
主

義
を

乗
り

越
え

、
教

育
的

介
入

の
新

た
な

方
法

論
の

構
築

を
検

討
す

る

自
分

た
ち

自
身

の
活

動
の

新
し

い
対

象
や

コ
ン

セ
プ

ト
、

新
し

い
人

工
物

や
実

践
パ

タ
ー

ン
の

集
団

的
創

造
ア

ク
シ

ョ
ン

リ
サ

ー
チ

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

発
話

・
対

話
デ

ー
タ

発
話

分
析

言
語

デ
ー

タ
と

と
も

に
そ

の
解

釈
を

記
述

⑯
橋

本
20

13

大
学

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

や
課

外
活

動
の

参
加

者
の

学
習

拡
張

的
な

授
業

の
設

計

多
重

連
携

ア
ー

ト
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
経

過
・

内
容

の
、

「
学

び
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
形

成
、

「
拡

張
的

学
習

」
と

し
て

の
可

能
性

を
考

察
す

る

学
習

者
が

真
の

主
体

と
し

て
自

ら
疑

問
を

持
ち

、
必

要
と

感
じ

る
問

題
を

集
団

的
活

動
の

中
で

解
決

す
る

も
の

へ
と

転
換

す
る

学
習

質
的

・
量

的
研

究

ア
ン

ケ
ー

ト
活

動
経

過
の

写
真

・
資

料
「

拡
張

的
学

習
の

サ
イ

ク
ル

」
モ

デ
ル

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
製

作
過

程
を

左
記

モ
デ

ル
の

各
プ

ロ
セ

ス
の

視
点

で
記

述

⑱
加

登
本

20
14

小
・

中
学

校
教

師
研

修
研

修
・

人
材

育
成

の
変

革
若

手
教

師
が

研
究

授
業

を
担

当
し

て
直

面
し

た
困

難
と

克
服

過
程

を
考

察
す

る

人
間

の
集

団
的

活
動

が
生

成
さ

れ
構

築
さ

れ
る

プ
ロ

セ
ス

に
対

し
て

、
そ

の
プ

ロ
セ

ス
に

関
与

す
る

本
質

的
な

諸
要

素
を

モ
デ

ル
に

基
づ

い
て

捉
え

、
そ

れ
ら

の
あ

い
だ

の
諸

関
係

を
分

析
で

き
る

理
論

（
山

住
20

04
）

質
的

研
究

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

聞
き

取
り

を
記

録
し

た
フ

ィ
ー

ル
ド

ノ
ー

ト
資

料

「
活

動
シ

ス
テ

ム
」

モ
デ

ル
「

研
究

授
業

の
計

画
を

構
想

し
始

め
た

時
期

の
活

動
シ

ス
テ

ム
」

と
「

研
究

授
業

実
施

時
に

お
け

る
活

動
シ

ス
テ

ム
」

を
記

述

㉒
香

川 他 20
16

看
護

師
研

修
研

修
・

人
材

育
成

の
変

革

研
究

者
と

看
護

師
と

が
協

働
し

、
そ

の
病

院
の

実
情

に
沿

っ
た

教
育

シ
ス

テ
ム

を
設

計
・

実
施

す
る

。
知

の
創

造
に

伴
う

参
加

者
間

の
関

係
性

な
い

し
相

互
行

為
の

変
容

過
程

を
分

析
す

る

個
人

に
よ

る
知

識
習

得
よ

り
も

集
合

的
な

活
動

シ
ス

テ
ム

を
分

析
単

位
と

し
、

道
具

を
介

し
た

人
と

対
象

と
の

相
互

行
為

や
関

係
の

変
容

、
あ

る
い

は
集

合
体

の
変

革
を

学
習

と
見

な
す

ア
ク

シ
ョ

ン
リ

サ
ー

チ

発
話

・
対

話
デ

ー
タ

合
同

発
表

会
と

統
合

セ
ッ

シ
ョ

ン
の

様
子

の
録

画

①
「

相
互

作
用

す
る

活
動

シ
ス

テ
ム

」
モ

デ
ル

②
対

話
分

析
（

エ
ン

ゲ
ス

ト
ロ

ー
ム

他
20

03
，

前
田

他
20

07
）

①
「

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

前
」

と
「

企
画

さ
れ

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

と
し

て
記

述
②

「
対

話
文

脈
の

変
移

過
程

と
そ

の
特

徴
」

を
、

対
話

デ
ー

タ
を

解
釈

・
記

述

㉓
横

溝
20

16

大
学

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

や
課

外
活

動
の

参
加

者
の

学
習

学
習

プ
ロ

セ
ス

を
明

ら
か

に
す

る

日
本

人
と

外
国

人
が

ど
の

よ
う

な
関

わ
り

を
持

ち
な

が
ら

多
文

化
共

生
社

会
に

向
け

た
活

動
を

行
っ

て
き

た
の

か
、

そ
の

プ
ロ

セ
ス

を
示

す

矛
盾

が
拡

張
の

契
機

と
な

り
、

こ
の

拡
張

こ
そ

が
人

間
の

活
動

を
新

し
い

水
準

に
導

く
学

習
質

的
研

究
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
①

「
活

動
シ

ス
テ

ム
」

モ
デ

ル
②

「
相

互
作

用
す

る
活

動
シ

ス
テ

ム
」

モ
デ

ル

①
活

動
経

緯
を

時
系

列
に

記
述

し
、

時
期

そ
れ

ぞ
れ

で
生

ま
れ

た
活

動
シ

ス
テ

ム
を

記
述

②
途

中
か

ら
結

び
つ

き
が

う
ま

れ
た

集
団

・
組

織
の

様
態

を
記

述

㉘
後

藤 他 20
19

小
・

中
学

校
教

師
研

修
研

修
・

人
材

育
成

の
変

革

管
理

職
の

形
成

的
介

入
の

下
、

教
師

の
主

体
的

な
力

量
形

成
を

可
能

に
す

る
協

働
学

習
（

研
修

）
の

あ
り

方
を

追
求

す
る

教
師

間
が

固
定

化
せ

ず
柔

軟
に

協
働

し
あ

う
関

係
の

形
成

と
、

同
僚

性
に

支
え

ら
れ

た
臨

床
的

な
力

量
形

成
の

機
会

創
り

に
お

け
る

「
教

師
の

学
び

」
を

司
る

基
本

理
念

に
つ

な
が

る
理

論

ア
ク

シ
ョ

ン
リ

サ
ー

チ

参
与

観
察

発
話

・
対

話
デ

ー
タ

ア
ン

ケ
ー

ト

「
分

析
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
」

（
修

正
版

G
TA

）

概
念

化
の

結
果

を
記

述
「

初
任

者
研

修
に

お
け

る
学

び
の

質
」

の
指

標
に

、
「

ag
en

cy
」

が
現

れ
て

い
る

か
ど

う
か

、
す

な
わ

ち
、

初
任

教
師

と
先

輩
教

師
に

見
ら

れ
た

行
為

能
力

に
つ

い
て

記
述

㉙
高

橋 他 20
20

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
研

修
研

修
・

人
材

育
成

の
変

革

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
の

プ
ロ

ボ
ノ

経
験

を
二

つ
の

活
動

シ
ス

テ
ム

の
相

互
作

用
と

捉
え

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

が
ど

の
よ

う
に

知
識

を
獲

得
し

た
の

か
に

つ
い

て
検

証
す

る

与
え

ら
れ

た
文

脈
に

疑
問

を
持

ち
、

そ
れ

を
あ

る
意

味
で

拒
絶

し
、

違
背

実
験

と
い

え
る

も
の

に
打

っ
て

出
て

、
活

動
を

思
い

描
き

直
し

、
ス

プ
リ

ン
グ

ボ
ー

ド
を

探
し

、
変

化
へ

の
ア

イ
デ

ィ
ア

、
コ

ン
セ

プ
ト

、
モ

デ
ル

を
創

造
す

る
学

び
（

山
住

20
04

)

質
的

研
究

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

①
G

TA
お

よ
び

KJ
法

②
「

活
動

シ
ス

テ
ム

」
モ

デ
ル

③
「

拡
張

的
学

習
の

サ
イ

ク
ル

」
モ

デ
ル

①
一

人
ず

つ
時

間
軸

に
沿

っ
て

個
々

の
エ

ピ
ソ

ー
ド

を
抜

き
出

し
カ

テ
ゴ

リ
ー

化
②

「
本

業
の

活
動

シ
ス

テ
ム

」
と

「
プ

ロ
ボ

ノ
の

活
動

シ
ス

テ
ム

」
を

比
較

し
記

述

― 9 ―

（125）



表
6　
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
研
究
の
概
要
（
n=
8）

 

文
献

番
号

著
者

発
行

教
育

・
学

習
の

場
適

用
意

図
研

究
目

的
研

究
者

が
捉

え
る

拡
張

的
学

習
論

の
学

習
概

念
・

学
習

観
研

究
方

法
デ

ー
タ

解
釈

や
分

析
に

用
い

た
理

論
枠

組
み

拡
張

的
学

習
の

様
相

の
記

述
様

式

④
高

島 他 20
07

伝
統

芸
能

組
織

芸
術

文
化

活
動

学
習

プ
ロ

セ
ス

を
明

ら
か

に
す

る
人

形
浄

瑠
璃

の
上

演
組

織
の

活
動

が
近

代
化

の
過

程
で

ど
の

よ
う

に
変

容
し

て
き

た
の

か
を

明
ら

か
に

す
る

主
体

が
さ

ま
ざ

ま
な

矛
盾

に
気

づ
き

、
そ

れ
を

解
消

す
る

た
め

に
新

た
な

構
成

要
素

や
実

践
の

あ
り

方
を

創
造

す
る

こ
と

で
、

活
動

シ
ス

テ
ム

の
実

践
が

歴
史

的
に

変
容

し
て

い
く

過
程

質
的

研
究

参
与

観
察

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

資
料

・
文

献
「

活
動

シ
ス

テ
ム

」
モ

デ
ル

①
「

現
在

の
文

楽
の

活
動

シ
ス

テ
ム

」
を

そ
の

構
成

要
素

ご
と

に
記

述
②

「
人

形
浄

瑠
璃

文
楽

の
活

動
シ

ス
テ

ム
」

の
⻑

期
的

変
容

過
程

を
20

世
紀

初
頭

か
ら

追
っ

て
記

述

⑥
東

郷
20

08
市

⺠
対

話
の

場
学

習
プ

ロ
セ

ス
を

明
ら

か
に

す
る

市
⺠

間
の

対
話

を
媒

介
す

る
「

道
具

」
の

変
化

が
、

市
⺠

対
話

と
市

⺠
活

動
に

ど
の

よ
う

な
影

響
を

与
え

る
の

か
に

つ
い

て
分

析
す

る

活
動

シ
ス

テ
ム

の
実

践
が

歴
史

的
に

変
容

し
て

い
く

過
程

で
、

「
越

境
」

に
よ

り
促

進
さ

れ
る

質
的

研
究

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

資
料

・
文

献
「

活
動

シ
ス

テ
ム

」
モ

デ
ル

「
公

⺠
館

を
媒

体
と

し
た

市
⺠

対
話

の
活

動
シ

ス
テ

ム
」

と
「

地
域

SN
S導

⼊
後

の
市

⺠
対

話
の

活
動

シ
ス

テ
ム

」
を

記
述

⑧
小

川
20

09
バ

イ
ヤ

ー
職

場
で

の
学

習
学

習
プ

ロ
セ

ス
を

明
ら

か
に

す
る

A社
バ

イ
ヤ

ー
が

責
任

者
と

し
て

遂
行

す
る

売
り

場
の

品
揃

え
計

画
の

具
現

化
プ

ロ
セ

ス
を

解
明

す
る

人
々

の
協

働
に

よ
っ

て
創

造
さ

れ
る

多
様

な
社

会
的

実
践

活
動

を
対

象
に

、
そ

の
分

析
と

デ
ザ

イ
ン

、
そ

し
て

改
革

を
統

合
し

た
研

究
を

展
開

す
る

領
域

横
断

的
な

パ
ラ

ダ
イ

ム
質

的
研

究
体

験
談

①
「

活
動

シ
ス

テ
ム

」
モ

デ
ル

②
「

拡
張

的
サ

イ
ク

ル
」

モ
デ

ル

①
の

モ
デ

ル
に

沿
っ

て
バ

イ
ヤ

ー
の

仕
事

の
プ

ロ
セ

ス
を

記
述

②
静

学
的

な
「

集
団

活
動

シ
ス

テ
ム

」
と

動
学

的
な

「
集

団
的

活
動

シ
ス

テ
ム

の
創

造
的

活
動

へ
の

拡
張

的
発

展
プ

ロ
セ

ス
」

を
図

示
。

両
者

の
違

い
に

つ
い

て
、

ル
ー

ル
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

、
分

業
の

変
化

に
基

づ
き

記
述

⑪
今

野 他 20
11

教
育

シ
ス

テ
ム

開
発

者
職

場
で

の
学

習
学

習
プ

ロ
セ

ス
を

明
ら

か
に

す
る

「
IC

Tを
活

用
し

た
教

育
シ

ス
テ

ム
」

の
開

発
と

評
価

を
拡

張
的

学
習

理
論

の
枠

組
み

か
ら

捉
え

、
デ

ィ
シ

プ
リ

ン
を

越
え

た
知

識
生

産
の

プ
ロ

セ
ス

を
考

察
す

る

複
数

の
活

動
シ

ス
テ

ム
が

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
つ

く
り

、
パ

ー
ト

ナ
ー

と
し

て
対

話
し

、
多

声
的

な
見

方
を

統
合

し
、

発
展

さ
せ

て
い

こ
う

と
す

る
も

の
。

モ
ー

ド
論

（
ギ

ボ
ン

ズ
19

97
）

の
「

モ
ー

ド
2」

に
該

当
す

る
知

識
の

獲
得

質
的

研
究

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

参
与

観
察

「
相

互
作

用
す

る
活

動
シ

ス
テ

ム
」

モ
デ

ル
対

象
1，

対
象

2，
対

象
3が

う
ま

れ
て

い
っ

た
プ

ロ
セ

ス
を

記
述

⑮
野

呂
20

13
保

健
師

職
場

で
の

学
習

学
習

プ
ロ

セ
ス

を
明

ら
か

に
す

る
市

町
村

合
併

を
経

験
し

た
保

健
師

集
団

の
活

動
シ

ス
テ

ム
変

化
過

程
を

追
跡

す
る

人
間

の
行

為
を

徹
底

的
に

社
会

の
文

化
的

ー
歴

史
的

文
脈

で
捉

え
よ

う
と

す
る

. あ
る

活
動

の
文

化
的

・
歴

史
的

基
盤

を
問

い
直

し
、

新
し

い
前

提
を

創
出

し
て

い
く

活
動

質
的

研
究

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

①
エ

ピ
ソ

ー
ド

記
述

分
析

（
鯨

岡
20

06
）

②
「

脱
構

築
」

モ
デ

ル
（

杉
万

20
06

）

①
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
デ

ー
タ

か
ら

エ
ピ

ソ
ー

ド
要

約
、

解
釈

②
エ

ピ
ソ

ー
ド

の
解

釈
か

ら
、

合
併

の
進

行
に

伴
う

活
動

シ
ス

テ
ム

の
変

化
を

記
述

⑲
榛

葉 他 20
15

看
護

師
職

場
で

の
学

習
学

習
プ

ロ
セ

ス
を

明
ら

か
に

す
る

初
心

者
か

ら
一

人
前

の
ナ

ー
ス

へ
と

、
現

場
で

ど
の

よ
う

な
活

動
＝

学
習

を
し

て
発

達
し

て
き

た
の

か
、

そ
の

学
習

過
程

を
明

ら
か

に
す

る

個
人

主
義

的
な

能
力

の
学

習
発

達
観

で
は

な
く

、
社

会
的

・
協

働
的

な
過

程
と

し
て

学
習

を
捉

え
る

理
論

質
的

研
究

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

「
活

動
シ

ス
テ

ム
」

モ
デ

ル
正

統
的

周
辺

参
加

論
（

La
ve

&W
en

ge
r2

00
9)

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

デ
ー

タ
を

活
動

理
論

の
媒

介
項

で
あ

る
①

道
具

②
ル

ー
ル

③
分

業
の

3つ
に

つ
い

て
会

話
の

文
脈

か
ら

カ
テ

ゴ
リ

ー
化

さ
ら

に
、

カ
テ

ゴ
リ

別
に

状
況

学
習

論
を

主
に

用
い

て
意

味
解

釈
し

記
述

㉑
古

川
20

16
日

本
語

教
師

対
話

の
場

学
習

プ
ロ

セ
ス

を
明

ら
か

に
す

る
日

本
語

教
師

の
悩

み
や

課
題

に
対

す
る

教
師

同
士

の
対

話
の

効
果

を
考

察
す

る

対
象

1が
「

対
話

」
を

通
し

て
対

象
2へ

と
拡

張
し

、
重

な
り

あ
う

部
分

で
あ

る
対

象
3が

も
と

の
活

動
シ

ス
テ

ム
へ

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
さ

れ
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
も

と
の

活
動

シ
ス

テ
ム

を
変

革
し

て
い

く
原

動
力

に
な

る
（

山
住

20
08

）

質
的

・
量

的
研

究

ア
ン

ケ
ー

ト
発

話
・

対
話

デ
ー

タ
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

①
「

活
動

シ
ス

テ
ム

」
モ

デ
ル

②
SC

AT
に

よ
る

発
話

分
析

①
を

用
い

て
「

学
習

者
へ

の
対

応
に

お
け

る
活

動
シ

ス
テ

ム
」

の
矛

盾
を

記
述

②
を

用
い

て
「

し
ゃ

べ
り

部
の

活
動

シ
ス

テ
ム

」
を

記
述

他
機

関
に

所
属

す
る

日
本

語
教

師
と

話
す

こ
と

の
意

味
を

、
事

後
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
デ

ー
タ

を
並

記
し

考
察

を
記

述

㉔
⼤

⻄
20

16
多

職
種

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

研
究

会
活

動
学

習
プ

ロ
セ

ス
を

明
ら

か
に

す
る

約
20

年
間

の
研

究
会

活
動

を
拡

張
的

学
習

の
サ

イ
ク

ル
を

援
用

し
て

分
析

す
る

既
存

の
制

度
や

組
織

の
境

界
を

越
え

て
、

個
人

が
行

き
来

し
な

が
ら

新
し

い
実

践
活

動
を

集
団

的
に

想
像

し
て

い
く

協
働

学
習

を
モ

デ
ル

化
し

た
も

の
（

山
住

20
14

）
学

習
Ⅱ

か
ら

学
習

Ⅲ
へ

の
移

行

質
的

研
究

活
動

の
振

り
返

り
「

拡
張

的
学

習
の

サ
イ

ク
ル

」
モ

デ
ル

拡
張

サ
イ

ク
ル

ご
と

に
そ

の
期

間
と

内
容

を
記

述

表
6 

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
な

教
育

・
学

習
の

研
究

の
概

要
（

n=
８

）
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表
6　
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
研
究
の
概
要
（
n=
8）

 

文
献

番
号

著
者

発
行

教
育

・
学

習
の

場
適

用
意

図
研

究
目

的
研

究
者

が
捉

え
る

拡
張

的
学

習
論

の
学

習
概

念
・

学
習

観
研

究
方

法
デ

ー
タ

解
釈

や
分

析
に

用
い

た
理

論
枠

組
み

拡
張

的
学

習
の

様
相

の
記

述
様

式

④
高

島 他 20
07

伝
統

芸
能

組
織

芸
術

文
化

活
動

学
習

プ
ロ

セ
ス

を
明

ら
か

に
す

る
人

形
浄

瑠
璃

の
上

演
組

織
の

活
動

が
近

代
化

の
過

程
で

ど
の

よ
う

に
変

容
し

て
き

た
の

か
を

明
ら

か
に

す
る

主
体

が
さ

ま
ざ

ま
な

矛
盾

に
気

づ
き

、
そ

れ
を

解
消

す
る

た
め

に
新

た
な

構
成

要
素

や
実

践
の

あ
り

方
を

創
造

す
る

こ
と

で
、

活
動

シ
ス

テ
ム

の
実

践
が

歴
史

的
に

変
容

し
て

い
く

過
程

質
的

研
究

参
与

観
察

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

資
料

・
文

献
「

活
動

シ
ス

テ
ム

」
モ

デ
ル

①
「

現
在

の
文

楽
の

活
動

シ
ス

テ
ム

」
を

そ
の

構
成

要
素

ご
と

に
記

述
②

「
人

形
浄

瑠
璃

文
楽

の
活

動
シ

ス
テ

ム
」

の
⻑

期
的

変
容

過
程

を
20

世
紀

初
頭

か
ら

追
っ

て
記

述

⑥
東

郷
20

08
市

⺠
対

話
の

場
学

習
プ

ロ
セ

ス
を

明
ら

か
に

す
る

市
⺠

間
の

対
話

を
媒

介
す

る
「

道
具

」
の

変
化

が
、

市
⺠

対
話

と
市

⺠
活

動
に

ど
の

よ
う

な
影

響
を

与
え

る
の

か
に

つ
い

て
分

析
す

る

活
動

シ
ス

テ
ム

の
実

践
が

歴
史

的
に

変
容

し
て

い
く

過
程

で
、

「
越

境
」

に
よ

り
促

進
さ

れ
る

質
的

研
究

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

資
料

・
文

献
「

活
動

シ
ス

テ
ム

」
モ

デ
ル

「
公

⺠
館

を
媒

体
と

し
た

市
⺠

対
話

の
活

動
シ

ス
テ

ム
」

と
「

地
域

SN
S導

⼊
後

の
市

⺠
対

話
の

活
動

シ
ス

テ
ム

」
を

記
述

⑧
小

川
20

09
バ

イ
ヤ

ー
職

場
で

の
学

習
学

習
プ

ロ
セ

ス
を

明
ら

か
に

す
る

A社
バ

イ
ヤ

ー
が

責
任

者
と

し
て

遂
行

す
る

売
り

場
の

品
揃

え
計

画
の

具
現

化
プ

ロ
セ

ス
を

解
明

す
る

人
々

の
協

働
に

よ
っ

て
創

造
さ

れ
る

多
様

な
社

会
的

実
践

活
動

を
対

象
に

、
そ

の
分

析
と

デ
ザ

イ
ン

、
そ

し
て

改
革

を
統

合
し

た
研

究
を

展
開

す
る

領
域

横
断

的
な

パ
ラ

ダ
イ

ム
質

的
研

究
体

験
談

①
「

活
動

シ
ス

テ
ム

」
モ

デ
ル

②
「

拡
張

的
サ

イ
ク

ル
」

モ
デ

ル

①
の

モ
デ

ル
に

沿
っ

て
バ

イ
ヤ

ー
の

仕
事

の
プ

ロ
セ

ス
を

記
述

②
静

学
的

な
「

集
団

活
動

シ
ス

テ
ム

」
と

動
学

的
な

「
集

団
的

活
動

シ
ス

テ
ム

の
創

造
的

活
動

へ
の

拡
張

的
発

展
プ

ロ
セ

ス
」

を
図

示
。

両
者

の
違

い
に

つ
い

て
、

ル
ー

ル
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

、
分

業
の

変
化

に
基

づ
き

記
述

⑪
今

野 他 20
11

教
育

シ
ス

テ
ム

開
発

者
職

場
で

の
学

習
学

習
プ

ロ
セ

ス
を

明
ら

か
に

す
る

「
IC

Tを
活

用
し

た
教

育
シ

ス
テ

ム
」

の
開

発
と

評
価

を
拡

張
的

学
習

理
論

の
枠

組
み

か
ら

捉
え

、
デ

ィ
シ

プ
リ

ン
を

越
え

た
知

識
生

産
の

プ
ロ

セ
ス

を
考

察
す

る

複
数

の
活

動
シ

ス
テ

ム
が

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
つ

く
り

、
パ

ー
ト

ナ
ー

と
し

て
対

話
し

、
多

声
的

な
見

方
を

統
合

し
、

発
展

さ
せ

て
い

こ
う

と
す

る
も

の
。

モ
ー

ド
論

（
ギ

ボ
ン

ズ
19

97
）

の
「

モ
ー

ド
2」

に
該

当
す

る
知

識
の

獲
得

質
的

研
究

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

参
与

観
察

「
相

互
作

用
す

る
活

動
シ

ス
テ

ム
」

モ
デ

ル
対

象
1，

対
象

2，
対

象
3が

う
ま

れ
て

い
っ

た
プ

ロ
セ

ス
を

記
述

⑮
野

呂
20

13
保

健
師

職
場

で
の

学
習

学
習

プ
ロ

セ
ス

を
明

ら
か

に
す

る
市

町
村

合
併

を
経

験
し

た
保

健
師

集
団

の
活

動
シ

ス
テ

ム
変

化
過

程
を

追
跡

す
る

人
間

の
行

為
を

徹
底

的
に

社
会

の
文

化
的

ー
歴

史
的

文
脈

で
捉

え
よ

う
と

す
る

. あ
る

活
動

の
文

化
的

・
歴

史
的

基
盤

を
問

い
直

し
、

新
し

い
前

提
を

創
出

し
て

い
く

活
動

質
的

研
究

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

①
エ

ピ
ソ

ー
ド

記
述

分
析

（
鯨

岡
20

06
）

②
「

脱
構

築
」

モ
デ

ル
（

杉
万

20
06

）

①
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
デ

ー
タ

か
ら

エ
ピ

ソ
ー

ド
要

約
、

解
釈

②
エ

ピ
ソ

ー
ド

の
解

釈
か

ら
、

合
併

の
進

行
に

伴
う

活
動

シ
ス

テ
ム

の
変

化
を

記
述

⑲
榛

葉 他 20
15

看
護

師
職

場
で

の
学

習
学

習
プ

ロ
セ

ス
を

明
ら

か
に

す
る

初
心

者
か

ら
一

人
前

の
ナ

ー
ス

へ
と

、
現

場
で

ど
の

よ
う

な
活

動
＝

学
習

を
し

て
発

達
し

て
き

た
の

か
、

そ
の

学
習

過
程

を
明

ら
か

に
す

る

個
人

主
義

的
な

能
力

の
学

習
発

達
観

で
は

な
く

、
社

会
的

・
協

働
的

な
過

程
と

し
て

学
習

を
捉

え
る

理
論

質
的

研
究

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

「
活

動
シ

ス
テ

ム
」

モ
デ

ル
正

統
的

周
辺

参
加

論
（

La
ve

&W
en

ge
r2

00
9)

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

デ
ー

タ
を

活
動

理
論

の
媒

介
項

で
あ

る
①

道
具

②
ル

ー
ル

③
分

業
の

3つ
に

つ
い

て
会

話
の

文
脈

か
ら

カ
テ

ゴ
リ

ー
化

さ
ら

に
、

カ
テ

ゴ
リ

別
に

状
況

学
習

論
を

主
に

用
い

て
意

味
解

釈
し

記
述

㉑
古

川
20

16
日

本
語

教
師

対
話

の
場

学
習

プ
ロ

セ
ス

を
明

ら
か

に
す

る
日

本
語

教
師

の
悩

み
や

課
題

に
対

す
る

教
師

同
士

の
対

話
の

効
果

を
考

察
す

る

対
象

1が
「

対
話

」
を

通
し

て
対

象
2へ

と
拡

張
し

、
重

な
り

あ
う

部
分

で
あ

る
対

象
3が

も
と

の
活

動
シ

ス
テ

ム
へ

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
さ

れ
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
も

と
の

活
動

シ
ス

テ
ム

を
変

革
し

て
い

く
原

動
力

に
な

る
（

山
住

20
08

）

質
的

・
量

的
研

究

ア
ン

ケ
ー

ト
発

話
・

対
話

デ
ー

タ
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

①
「

活
動

シ
ス

テ
ム

」
モ

デ
ル

②
SC

AT
に

よ
る

発
話

分
析

①
を

用
い

て
「

学
習

者
へ

の
対

応
に

お
け

る
活

動
シ

ス
テ

ム
」

の
矛

盾
を

記
述

②
を

用
い

て
「

し
ゃ

べ
り

部
の

活
動

シ
ス

テ
ム

」
を

記
述

他
機

関
に

所
属

す
る

日
本

語
教

師
と

話
す

こ
と

の
意

味
を

、
事

後
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
デ

ー
タ

を
並

記
し

考
察

を
記

述

㉔
⼤

⻄
20

16
多

職
種

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

研
究

会
活

動
学

習
プ

ロ
セ

ス
を

明
ら

か
に

す
る

約
20

年
間

の
研

究
会

活
動

を
拡

張
的

学
習

の
サ

イ
ク

ル
を

援
用

し
て

分
析

す
る

既
存

の
制

度
や

組
織

の
境

界
を

越
え

て
、

個
人

が
行

き
来

し
な

が
ら

新
し

い
実

践
活

動
を

集
団

的
に

想
像

し
て

い
く

協
働

学
習

を
モ

デ
ル

化
し

た
も

の
（

山
住

20
14

）
学

習
Ⅱ

か
ら

学
習

Ⅲ
へ

の
移

行

質
的

研
究

活
動

の
振

り
返

り
「

拡
張

的
学

習
の

サ
イ

ク
ル

」
モ

デ
ル

拡
張

サ
イ

ク
ル

ご
と

に
そ

の
期

間
と

内
容

を
記

述

表
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イ
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フ
ォ

ー
マ

ル
な

教
育

・
学
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の

研
究

の
概

要
（
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８
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アプローチである Lave＆Wenger52）の正統的周辺
参加論の併用であった。
拡張的学習の研究は、拡張的な移行の実際の発
展経過を、その基本的な時間的構造をたどること
により再現し、実践が質的に変化した時期を見極
めることが必要であり、それらは概念図を用いて
活動システム間の相互作用を厳密に描くことを通
して行われる。しかし「活動システム」モデルは、
ある一時期の活動の構成要素を空間的に示したも
のであり、「時間」というものが根本的に欠落して
いる 53）。「時間」の考慮、すなわち、矛盾を克服し
ながら新しい活動が創造される拡張的過程を段階
的・動的にとらえようとすると、多くの研究がそう
していたように、質的変化の前後の「活動システム」
モデルを描くか、複数の分析モデルを使って記述す
ることになる。また、活動システムを研究対象と
するのであれば、その活動システムの構成要素や、
質的変化の過程にかかわる分析の根拠もあわせて
示されなければならない。それを拡張的学習の分
析モデルだけで説明することは難しいため、いく
つかの文献にあるように他の理論アプローチを併
用し解釈の痕跡を残す工夫がとられていると考え
られる。
研究者が捉える学習概念や学習観については、
多くの研究において学習あるいは学習の成果を「活
動システムおよびその構成要素の変化」とみなし
ていた。また、垂直次元での学習概念に関していく
つか抜粋すると、「学習Ⅲに相当する学習」（文献②
⑤㉔）、「主体の活動システムへの参加の深まり」（文
献⑦）という記述がみられた。Sawyer54）の「learning 
knowledge deeply」に関する論考を規準とした「深
い理解」55）を措定した研究もあった（文献㉗）。一方、
水平次元の学習概念に関しては、Greeno他 56）を参
照した「主体の活動システムへの参加の仕方の変
化」（文献⑨）、「状況間の移動による越境知の形成」
（文献⑭）、「対象1から2、さらに対象3への拡張」（文
献㉑）などの記述がみられた。モード論57）の参照（文
献⑪）もみられた。
拡張的学習論の適用においては、状況論的アプ
ローチによって学習の様態を掴むことへの関心と
ともに、この理論がその様態を「拡張」という観
点から掴みとろうとしていること、「拡張」による
現状の改革を志向しているという点にもとづいて
いるという共通点があった。そのため、適用意図
や研究目的、教育・学習の場による学習観に関し
ての明らかな差異や特徴はみられなかった。それ
よりも、たとえば、状況論的アプローチに着目し
たものに関して取り上げると、「従来の個体主義ア
プローチに代わる学習理論である」（文献⑭⑲）と
いう記述にあるように、どのような学習論なのか、

この学習論によって何が成果として得られるかに
ついての研究者の見立てによって、学習概念や学
習観に関する引用箇所が選択され記述されていた。
引用元として、『拡張による学習』の翻訳者であり
日本での理論普及に貢献している山住 58～ 60）をは
じめ、Engeström他 61）、Engeström62） 、Greeno63）に
よる記述箇所が引用されていた。

2 ．看護の教育領域における研究の検討
対象文献のうち 5件該当した（文献⑤⑭⑮⑲㉒）。
看護基礎教育を扱った研究は 1 件で、残りの 4 件
は職場での教育・学習を扱っていた。
1 ）看護基礎教育を扱った研究
香川（文献⑭）は、状況論の考えに基づき、学
内から臨地への状況間移動に伴う看護学生の学習
過程を明らかにしている。半構造化面接、グラウ
ンデッド・セオリー・アプローチによる質的研究
である。活動理論を、従来の個体主義的アプロー
チに代わる理論枠組みであり、実際の教室や職場
などでの生きた特定の共同体における、種々の道
具（媒介物）を介した人々の多様な社会的相互行
為（集団的活動）であると捉えている。また、複
数の共同体の状況間移動により各状況の性質を反
映して意味を変える「越境知」が形成されること
を学習として捉えている。ここでは、看護学生が、
状況間移動という文脈横断により教科書的な知識
を臨地実習によって変化させ、新しい意味を見い
だしていたことが報告されている。

2 ）職場での教育・学習を扱った研究
服部ら（文献⑤）は、「形式的な講義や研修」か
ら「実践からの主体的学び」をうむ研修への変革を
研究動機とし、事例検討会における看護師長たち
の学習構造を明らかにするために理論適用してい
る。拡張的学習を「学習Ⅲに相当する学習。自ら
の習慣や体制を意識し、意識的な自己変革を主体
的に迫る学習」であるととらえ、学習Ⅱ、さらに
Ⅲへと思考の拡張がみられることを学習とみなし、
発話データからそれを分析している。また、事例
検討会の前後の活動システムの変化を「活動シス
テム」モデルを用いて描出している。結論として、
事例検討会で行われたディスカッションにおける、
問題共有、矛盾やずれの認識、新しい活動形態を創
造する試みが展開されていたプロセスにより、拡
張的学習が生起していたことが報告されている。
野呂（文献⑮）は、市町村合併を経験した保健師
集団の活動システムの変化の過程を追跡するため
に理論適用している。活動理論は、「人間の行為を
徹底的に社会の文化的 -歴史的文脈で捉えようとす
る」理論で、拡張による学習と呼ぶ活動は、「ある

― 11 ―

（127）



活動の文化的・歴史的基盤を問い直し、新しい前
提を創出していく活動のことである」ととらえてい
る。半構造化面接によってデータ収集し、鯨岡のエ
ピソード記述分析の方法論を参考にエピソード要
約を作成している。そこから分析結果を杉万の「脱
構築モデル」を用いて詳細に描き、保健師集団が
現状打開の力を獲得したプロセスが示されている。
また、課題として、個々の保健師の心理的状態の
追跡には限界があることが示されている。
榛葉ら（文献⑲）は、看護師が初心者から一人
前のナースへと現場でどのような活動＝学習をし
て発達してきたのか、その学習過程を明らかにす
ることを意図して理論適用している。拡張的学習
論は「個人主義的な能力の学習発達観ではなく、社
会的・協働的な過程として学習を捉える理論」であ
り、「状況論的アプローチによる職場における学習
過程の検討ができる」ことが適用動機である。半
構造化面接により会話データを収集し、「活動シス
テム」モデルの構成要素である、「ルール」「分業」
「共同体」ごとに会話の文脈からカテゴリ化してい
る。さらに、カテゴリごとに「正統的周辺参加論」
を援用して意味解釈し記述している。結果として、
現場の活動＝学習は、「共同体」が知識生成源とな
り、看護師らは非公式の隙間の共同体をつくり、共
同体への参加が促され現場に適応していることが
報告されている。
香川ら（文献㉒）は、研究者と現場の看護師との
協働による、その病院の実情に沿った新人教育シ
ステムの構築のため、活動理論にもとづくアクショ
ンリサーチを展開している。活動理論の特徴とし
て、個人による知識習得よりも集合的な活動システ
ムを分析単位とし、道具を介した人と対象との相
互行為や関係の変容、あるいは集合体の変革を学
習と見なす点、集合体を歴史的なものと捉える点、
変革や創造の原動力として各現場が抱える矛盾に
着目する点を挙げている。この協働プロジェクト
の実施前後の活動システムを「相互作用する活動
システム」モデルを用いて記述し、また、発話デー
タを「対話文脈の変移過程とその特徴」として解釈・
記述している。協働プロジェクトの結果、病院の
研修設計における現場の看護師と研究者のやりと
りの蓄積により、病院施設のもつ歴史や文化に風
穴をあけ、新しい教育システムづくりに活動理論
が貢献できる可能性が示唆されている。

Ⅲ．看護の教育・学習の研究方法論としての適用
可能性と課題
1．拡張的学習論の学習概念から考察する適用可
能性と課題
看護の教育領域において拡張的学習論はどのよ

うな場合により適用的であるだろうか。まず、看護
基礎教育での拡張的学習論の適用については、香川
（文献⑭）による、看護学生の学内－臨地（病院など）
といった場の移動に伴う学習活動を分析する上で
の有効性が確認された文献のみであった点から考
察する。場の移動に伴う学習活動に拡張的学習論
を援用した看護教育研究は、他にも、本稿の対象
文献には該当しなかったが、酒井による周術期看
護実習の場における学生の学びを検討した研究 64）

や、澁谷らによる学内実習（技術演習授業）の場を
学内－臨地をつなぐ場として設計した研究 65）があ
る。拡張的学習論は、活動システムの諸要素と学
習活動との関連の分析や、ギャップを乗り越えた
新たな学習活動の創出にその成果を見いだせる有
効な学習論であると考えられ、これについては岡
島による先行研究で考察された内容と同様であっ
た。看護基礎教育においては「授業と実習のギャッ
プ」や「学校と臨床とのギャップ」といったよう
なことが課題となる。そのため、伝統的ではなく、
多様な集団や組織との接近や接触、越境によって
起こる学習の分析や授業設計など教育方法の開発
に関した研究の蓄積が望まれる。
さらに、「ギャップ」は、臨床での部署間や職種
間のギャップ、病院と地域とのギャップなど、職場
でも課題となる。野呂（文献⑮）による研究事例
は職場でのギャップに関連した学習活動のひとつ
といえる。保健師活動における社会的要素の違い
からくるギャップが活動に与える影響や、急激な
社会変化に遭遇したときに生じる仕事上のギャッ
プを乗り越えようとする集団の発達の様相が理論
を用いることで描出され、ギャップによって学習
活動が生み出されることが示されていた。職業生
活では、ほかにも、異動や転職、職域移動、教育
背景や価値観の異なるステークホルダーとの協働
など、多様な形でギャップが生じる。そのときに、
社会が求める仕事の仕方に修正したり、新たな活動
を創造したり、ギャップからうまれる矛盾や葛藤
を動機として次なるステップに進むために、変革
性を特徴とした拡張的学習論は広く適用されうる。
実際、Engeströmが在籍するヘルシンキ・センター
における研究の大部分は、職場という状況の中で
実施されている 66）。看護職として社会変化に応じ
て生き抜くために、あるいはクライエントへのよ
りよりケアを提供するために看護職には生涯学び
続けることが求められている。看護職の生涯学習
や生涯教育、そして服部ら（文献⑤）や榛葉ら（文
献⑲）、香川ら（文献㉒）のように、OJTや院内研修、
看護に近接する資格の取得、進学などといったよ
うな仕事上の能力形成が図られる継続教育の機会
は、フォーマル、ノンフォーマル、インフォーマル・
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エデュケーションのいずれにおいても得られるこ
とから、理論適用範囲が広がると考える。
翻って、国家試験受験資格を授与する看護基礎
教育の場合、対象文献が 1 件のみであった点から
適用の難しさが浮かび上がる。拡張的学習論は未
来志向の創造的な学習理論であり、新たな対象と
成果を集団によって創出する社会的活動を前提と
している理論である。一方、看護基礎教育はその
コアカリキュラムのもと、講義・演習・実習とい
う段階的形態の教育、看護師になるための（国家
試験に合格するための）多くの知識・技術の獲得
が必要とされるため、伝統的・合理的教授方法が
選択されやすい。そのことをふまえると、養成課
程における伝統的な教育や学習という営みには安
易に適用しがたい側面がある。
そのため、非伝統的教育・学習の教育方法の開発
に視点を向け、看護以外の学問分野の研究事例を参
照する。看護以外での研究事例では特に小学校を
場とした教育学研究が最も多く、総合的学習の時間
の授業設計やカリキュラム開発に関する研究が多
かった。総合的学習が画期的なのは、教師自身に
とってあまりに制約の多かった学校学習を、自らの
力で、あるいは同僚の協力を得て漸次、拡張してい
くことができるということにある 67）。Engeströmが
「カプセル化した学習」68）とよぶ、所与の制度的な
境界の中にとどまっている学習を学校から拡張さ
せ、ネットワークを徐々に広げていく試みは、教師
自身の意志に基づいたものであると同時に、「小学
校学習指導要領」69）に、変化する社会の中で学校
と社会が連携する「社会に開かれた教育課程」の
実現が明記されたことの影響も大きいと思われる。
OECDにおける「キー・コンピテンシー」の一要素
として「多様な社会グループにおける人間関係形
成能力（自己と他者との相互関係）」の重要性が挙
げられ、世界的に見ても、異なる共同体、異なる人々
との関わりから学びを見出すことの重要性がうか
がえる 70）。さらに、小学校での教育活動に次いで
多かった大学の授業・課外活動に関しては、「新た
な未来を築くための大学教育の質的転換に向けて」
71）において、学生の主体的な学修を支える教育方
法が求められ、アクティヴラーニングの導入が推
進されている背景がある。このような教育政策の
動向と、拡張的学習論のもつ学習概念や学習観と
のマッチングによって、学校教育での適用可能性
が開かれ、実践と研究の発展につながったと考え
られる。教育方法の開発において活動理論、拡張
的学習論のもつ意味は大きく、看護基礎教育にお
いても、学習のカプセル化を脱した斬新な教育方
法の開発への適用に期待がもてる。たとえば他者
との関わりを通した学習・教育の方法論として、「協

働学習」の理論 72）や「多職種連携教育」の理論 73）

としての有効性が見込める。
以上のことから、看護の教育領域においても、現
実世界に存在するさまざまなギャップに対しそれ
を乗り越える教育や学習に適用性は高く、看護基礎
教育における他者との関わりを重視した学習・教
育方法の開発や、変革の必要性に迫られる職場あ
るいは仕事人生における生涯学習や生涯教育、継
続教育に適用可能性は高いと思われた。

2 ．拡張的学習論の特徴や限界性から考えられる
課題
次に、拡張的学習論を適用する際の看護の教育領
域での課題を検討する。まず一つ目に、状況論的ア
プローチであり集団を基本単位とする学習理論で
ある拡張的学習論では、未来志向で主体的な活動の
創造が重視されるために、活動システム内部や当の
活動を行う主体自身の微細な変化への意味付与が
困難である点を挙げる。野呂（文献⑮）が限界とし
て指摘するように、この理論の特徴から学習過程で
の個人の心理・情動的側面は取りざたされにくい。
それゆえ、学習者の細やかな変化をも同時に分析
しようとするのであれば、榛葉ら（文献⑲）によ
る、Laveらの提起した正統的周辺参加論の併用の
ように、二重の理論を要すると思われる。そのほか、
情動的・応答的関わりによって人々の参加が促進
される可能性を示す Illichの「コンヴィヴィアリティ
概念」注 5）、Freireの「対話」や「交流」を重視す
るエンパワメントプロセス論 74）などの知見を取り
入れ検討していくことも必要かと思われる。また、
看護学生や看護職の場合、クライアントへの関わ
りに関与する葛藤や倫理観、職業観などの変化を
捉えるときには、ライフストーリー・アプローチや、
香川（文献⑭）が採用するように、グラウンデッド・
セオリー・アプローチが有効であり、特に後者は
集団全体で把握しようとする場合に適切である 75）。
最後に、研究方法論として課題となってくるこ
との一つに言語のもつ限界性（言葉に基づく表現
可能性）を挙げる。拡張的学習論の研究方法の特
異性にもあったように、会話・対話データの収集
と分析は重要な要素であり、看護の教育領域に該当
した5文献においても、いずれもそれを行っている。
会話や対話は、話し手の立ち位置の影響、たとえ
ば教師と生徒、上司と部下など、それが構成され
る場に存在するパワーの影響を受ける。また、看
護学生の場合、状況を言語化する力が十分でない、
あるいはパワーの影響により言語化する力が発揮
されない場合がある。会話・発話を行うひとの自ら
の言語能力なりに語られ、それらは社会的・文化的
作用を受けているものである。これらのことが加
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味されてこその活動システムの把握と理解であり、
言葉を介して解釈・記述していく質的帰納的研究に
照らしては、この言語の限界性に十分な注意を払
いながら、会話・発話のそのままを忠実に写し取り、
解釈のプロセスと根拠を明らかにする必要がある。
これらを論証する際のデータ収集と解釈において
は、秋田 76）がアクションリサーチの方法として述
べた、データ・理論のトライアンギュレーション注6）
が参考になるという指摘もされている 77）。断片的
ながらも、本稿での対象文献においてもそうした
アプローチ法による研究が見て取れた。論文は「厚
い記述」78）となるため、論文構成の難しさ、掲載
誌の選択の難しさを伴う。

まとめ・結論
本稿は、拡張的学習論の学習概念の理解、なら
びに、これまで蓄積されてきた同理論を適用して
いる先行研究のいくつかについて、主に理論の適
用意図、適用の場、研究者が捉える同理論の学習
概念や学習観、アプローチ法や記述様式の具体的
な点検を通して検討してきた。
その結果、まず学習概念について、看護の教育
や学習において個体主義的能力観にもとづいて追
求されてきたこれまでの学習概念とは全く異なる
見方であることが理解できた。多様な集団との相
互作用を通した水平的熟達を学習として捉える見
方を適用することによって、看護の教育や学習を
検討するパラダイムの変化が展望できよう。
そして、研究事例のひとつひとつにおいてこの
理論の適用範囲の広さや、各々の研究者・実践者
の「拡張」を意図した様々な教育・学習活動に接
することにより、看護の教育・学習における適用
可能性を予測することができる。しかし実際に適
用する際の困難や課題も同時にみえてくる。拡張
的学習論の理解を進めれば進めるほど、看護の教
育領域における研究方法論として理論適用する際、
仮に、看護の教育や学習が現実の社会における価
値や文化を再生産することに重点がおかれるなら
ば、この点が理論を適用する上で課題となるであろ
う。拡張的学習論は所与の制度的限界や文脈を超
え活動創造していく学びの理論であり、トップダ
ウンによる改革ではなく、現実に矛盾に直面し葛
藤している人々のブレークスルーを現実の実践の
場で推し進めていくための学習理論である 79）。こ
の理論の性格上、看護の教育領域においても、現
実世界に存在するさまざまなギャップに対しそれ
を乗り越える教育や学習に適用性は高い。そして、
看護基礎教育では、伝統的教育を引き継ぐことに
傾斜した教育・学習への適用ではなく、他者との
関わりを重視した学習・教育方法の開発への適用、

また、変革の必要性に迫られる職場あるいは仕事人
生における生涯学習や生涯教育、継続教育に適用
可能性は高いと思われる。したがって今後は、看
護を実践しようとする人たちの新しい学びと発達
の必要性を、どのような教育活動や学習の場面で、
どのような矛盾を乗り越えようとすることに見出
そうとするのか、具体的な事例に基づいて検討し、
新しい研究パラダイムとして積極的に展望するこ
とが課題となると思われる。

注
1 ）「獲得としての学習」とは、学習は個人の頭の
中の知識の蓄積、個人の精神の内容における変
化であり、学習されたものは形式知のように明
示的なものであるという考え方である。対して
「参加としての学習」は、学習はすでに確立し
たものでなく、諸個人の関係や相互作用といっ
た状況依存的な学習であり、継続的に再構成
される流動的なものととらえる。詳細は、高
橋満編（2017）．成人教育の社会学：パワー・アー
ト・ライフコース．（p. 39-53）．東信堂．を参照。

2） 越境概念（boundary crossing）は、拡張的学習
論の研究過程において、1995 年に初めて取り
上げられた。ここでの境界横断は、「援助を探
し求め、与えながら、それがどこにあろうと
も利用できる情報やツールを発見するために、
実践者が境界を越えて移動しなければならな
い水平的な熟達」と特徴づけられた。

 文 献 は、Engeström,Y.,  Engeström, R. & 
Karkkanien, M. (1995).  Polycontextuality and 
boundary crossing in expert cognition: learning 
and problem solving in complex work activities. 
Learning and Instruction, 5(4), 319–336.

3 ）エンゲストロームはバフチンのアイデアを参考
に、個人の思考が社会的に拡張するための社会
的多様性について説明している。バフチンの
いう「多声性」とは、あらゆる瞬間において
内的に層化している社会的なことばのタイプ
の多様性を示す。例として、社会的方言、グルー
プに特有の流儀、職業的な隠語、ジャンルの
言語、世代や年齢に固有の言語、特定の傾向
をもつ言語、権威者の言語、など。そうした様々
なグループや階層の「声」が活動システム内
で衝突し補完し合って共通の対象に向かい役
立てられるような社会性のことを「異種混交」、
「ポリフォニー（交響）」という用語で表現し
ている。

4）エンゲストロームをディレクターとするヘル
シンキ大学活動理論・発達的ワークリサーチ
センターは 1994 年に創設された。実践者の拡
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張的学習の促進・支援を通した人間活動デザ
インの介入研究が行われている。

5）イリイチの提唱した「コンヴィヴィアリティ」
概念は、日本語で「自立共生」と訳されている。
イリイチは、現代の産業主義・技術官僚支配の
社会における社会関係に対し、各人が自立的
で創造的な交わりと人間的な相互依存のうち
に実現された個的自由な自立共生社会の構想
を打ち出した。「コンヴィヴィアリティ」とは、
もともとは祭りや宴のように「共に生き生き
と愉しみ合う」という意がある。Illich, I. (1973). 
Tools for Conviviality, Harper Colophon paperback 
edition. 渡辺京二・渡辺梨佐訳（1989）．コンヴィ
ヴィアリティのための道具．エディタースクー
ル出版部．

6）「データのトライアンギュレーション」とは、
異なる集団・場・時期からデータを得ることで
ある。「理論のトライアンギュレーション」と
は、分野や領域を越えて複数の理論を受け入
れ、一つの理論による説明だけでは越えられ
ない枠を越えようとすることである。Banister, 
P., Burman, E., Parker, I.,　Taylor, M., and Tindall, 
C.（1994）.　五十嵐靖博・河野哲也監訳（2008）．
質的心理学研究法入門：リフレキシビティの
視点．新曜社．
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